
元
聖
州
知
事
本
人
も
噂
を
肯
定 

親
戚
も
市
保
健
局
の
観
察
対

象
と
さ
れ
、
１
日
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
受
け
る
事
に
な
っ
て
い

る
。
親
戚
も
全
員
が
新
型
コ

ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受

け
て
い
る
と
い
う
。

　

１
日
に
オ
ミ
ク
ロ
ン
感
染

が
確
認
さ
れ
た
の
は
、
エ
チ

オ
ピ
ア
に
い
た
後
、
南
ア
フ

リ
カ
経
由
で
帰
国
し
た
２
９

歳
の
男
性
で
、
搭
乗
前
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
で
は
陰
性
だ
っ
た

が
、
１
１
月
２
７
日
に
グ
ア

ル
ー
リ
ョ
ス
市
の
空
港
に
到

着
し
た
時
に
受
け
た
検
査
で

陽
性
反
応
が
出
た
。

　

こ
の
男
性
は
フ
ァ
イ
ザ
ー

社
製
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
完
了

者
で
無
症
状
だ
っ
た
が
、
１

日
に
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
感
染
が

確
認
さ
れ
た
。
男
性
は
グ
ア

ル
ー
リ
ョ
ス
市
で
隔
離
状
態

に
置
か
れ
て
い
る
。

　

最
初
の
２
人
は
世
界
保
健

機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
警
告

を
発
す
る
前
に
南
ア
フ
リ
カ

を
発
っ
て
お
り
、
３
人
目
も

伯
国
が
南
ア
フ
リ
カ
諸
国
か

ら
の
航
空
便
受
け
入
れ
を
停

止
す
る
前
に
帰
国
し
て
い
た
。

こ
の
事
は
、
２
９
日
か
ら
始

　

ル
ー
ラ
元
大
統
領
（
労
働
者
党
・
Ｐ
Ｔ
）
は
１
１
月
３
０
日
、
大
統
領
選
で
の
副
候

補
と
し
て
噂
さ
れ
て
い
る
元
聖
州
知
事
の
ジ
ェ
ラ
ウ
ド・ア
ウ
キ
ミ
ン
氏（
民
主
社
会
党・

Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）に
関
し
て「
選
挙
に
勝
つ
た
め
に
シ
ャ
ッ
パ
を
組
み
た
い
」と
発
言
。
ま
た
、

ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
も
噂
の
存
在
を
正
式
に
認
め
た
。
か
つ
て
は
強
く
対
立
し
て
い
た
二
大

政
党
の
大
物
２
人
に
よ
る
シ
ャ
ッ
パ
（
連
名
式
名
簿
）
成
立
の
可
能
性
が
現
実
味
を
帯

び
て
い
る
。
１
１
月
３
０
日
、
１
２
月
１
日
付
伯
字
紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

聖
市
で
は
こ
の
半
年
間
、

毎
月
の
よ
う
に
窃
盗
事
件
の

数
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
１
１
月

２
５
日
に
同
市
保
安
局
が
発

表
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

１
０
月
に
市
内
で
発
生
し
た

窃
盗
事
件
は
１
万
８
２
３
７

件
で
、
５
月
以
降
、
毎

Ｓ
Ｂ
）
に
決
ま
れ
ば
、
同
党

が
画
策
す
る
ル
ー
ラ
氏
と
の

シ
ャ
ッ
パ
が
か
な
り
現
実
に

近
づ
く
。

　

一
方
、
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
は

１
１
月
２
９
日
、
フ
ォ
ル
サ

な
ど
の
労
組
の
リ
ー
ダ
ー

た
ち
と
の
会
合
に
参
加
し
た

際
、
ル
ー
ラ
氏
と
の
シ
ャ
ッ

パ
の
存
在
を
認
め
た
。

　

ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
は
「
党
を

移
籍
す
る
な
ら
ど
こ
に
行
く

か
」
と
の
質
問
を
受
け
、「
聖

州
知
事
に
な
り
た
い
の
な
ら

社
会
民
主
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）
に

移
籍
し
て
、（
２
０
１
４
年

の
知
事
選
と
同
様
）
マ
ル
シ

オ
・
フ
ラ
ン
サ
氏
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ

Ｂ
）
と
シ
ャ
ッ
パ
を
組
む
」

と
答
え
た
。

　

だ
が
、
そ
の
後
、「
大
統

領
選
を
狙
う
な
ら
Ｐ
Ｓ
Ｂ

で
、
フ
ラ
ン
サ
が
知
事
だ
よ
」

と
答
え
た
。労
組
の
リ
ー
ダ
ー

大
型
シ
ャッ
パ
に
現
実
味

ま
っ
た
水
際
作
戦
以
前
に
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
が
国
内
に
入
っ
て

域
内
感
染
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
事
を
示

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
１
１
月
３
０
日
夜

の
報
道
で
は
こ
れ
ら
の
３
人

以
外
に
も
、
ミ
ナ
ス
州
で
１

人
、
連
邦
直
轄
区
（
Ｄ
Ｆ
）

で
４
人
が
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
感

染
か
否
か
の
確
認
中
だ
。

　

ま
た
、
１
日
に
は
リ
オ
市

保
健
局
が
、
南
ア
フ
リ
カ
経

由
の
旅
行
者
で
、
１
１
月

２
１
日
に
帰
国
し
た
後
、
聖

州
経
由
で
リ
オ
市
に
戻
っ
た

女
性
が
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染

し
て
い
る
事
が
判
明
し
、
ど

の
株
に
感
染
し
て
い
る
か
を

確
認
中
と
発
表
し
た
。

　

同
市
保
健
局
に
よ
る
と
、

こ
の
女
性
も
帰
国
時
の
検
査

で
は
陰
性
だ
っ
た
が
、
１
１

月
２
９
日
に
検
査
を
受
け
た

と
こ
ろ
、
翌
３
０
日
に
感
染

が
判
明
し
た
と
い
う
。
女
性

ア
フ
リ
カ
に
戻
ろ
う
と
し
て

空
港
で
受
け
た
検
査
で
新
型

コ
ロ
ナ
へ
の
感
染
が
判
明
。
そ

の
後
の
検
査
で
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
感
染
が
確
認
さ
れ
た
。

　

こ
の
夫
婦
は
南
ア
フ
リ
カ

で
ヤ
ン
セ
ン
社
製
の
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を
受
け
て
お
り
、

症
状
は
軽
い
と
い
う
。
二
人

は
隔
離
状
態
に
置
か
れ
て
お

り
、
聖
市
保
健
局
が
経
過
を

観
察
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
二
人
が
帰
国
後
に

訪
問
し
た
聖
市
東
部
に
住
む

　
【
既
報
関
連
】
聖
市
の
ア

ド
ル
フ
ォ
・
ル
ッ
ツ
研
究
所
が

１
１
月
３
０
日
と
１
２
月
１

日
に
、
伯
人
３
人
が
南
ア
フ

リ
カ
起
源
の
新
変
異
株
オ
ミ

ク
ロ
ン
に
感
染
し
て
い
た
事

を
確
認
し
た
と
１
１
月
３
０

日
、
１
２
月
１
日
付
伯
字
サ

イ
ト
が
報
じ
た
。

　

州
保
健
局
の
発
表
に
よ
る

と
、
１
１
月
３
０
日
に
オ

ミ
ク
ロ
ン
感
染
が
確
認
さ
れ

た
の
は
南
ア
フ
リ
カ
在
住
で

４
１
歳
と
３
７
歳
の
伯
人
夫

妻
で
、
１
１
月
２
３
日
の
帰

国
時
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
は
陰

性
だ
っ
た
が
、
２
日
後
に
南

ミ
ナ
ス
、Ｄ
Ｆ
、リ
オ
に
未
確
認
者

最
高
裁
も
議
員
特
権
認
め
る

予
防
接
種
な
ど
の
防
疫
対
策
継
続
を

は
無
症
状
で
、
市
保
健
局
の

観
察
の
下
で
隔
離
状
態
に
置

か
れ
て
い
る
。

　

保
健
省
や
専
門
家
は
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
最
大
の
防
御
策

だ
が
、
マ
ス
ク
着
用
や
手
洗

い
励
行
も
大
切
と
主
張
。
聖

州
政
府
も
１
１
日
か
ら
の
予

定
だ
っ
た
マ
ス
ク
着
用
義
務

解
除
に
つ
い
て
再
考
中
だ
。

聖州で３人目のオミクロン株感染者を確認
と報じる１日付Ｇ１サイトの記事の一部

フラヴィオ上議（Wilson Dias/Agencia Brasil）

「
発
案
者
は
ハ
ダ
ジ
」と
フ
ラ
ン
サ

大統領長男

た
ち
は
こ
の
回
答
を
全
く
予

想
し
て
お
ら
ず
、
驚
き
を
も
っ

て
迎
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
フ
ラ
ン
サ
氏
も

１
１
月
２
６
日
に
、
ア
ウ
キ

ミ
ン
氏
を
ル
ー
ラ
氏
の
副
候

補
に
す
る
と
い
う
案
を
強
く

支
持
す
る
発
言
を
行
っ
て
い

る
。フ
ラ
ン
サ
氏
は
雑
誌「
カ

ル
タ
・
カ
ピ
タ
ル
」
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
、「
こ
の
２
人

が
組
め
ば
か
な
り
強
力
に
な

る
」
と
賞
賛
。
さ
ら
に
、
こ

の
案
そ
の
も
の
が
フ
ェ
ル
ナ

ン
ド
・
ハ
ダ
ジ
氏
（
Ｐ
Ｔ
）

か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
こ
と

も
明
か
し
て
い
る
。

　

ハ
ダ
ジ
氏
は
Ｐ
Ｔ
の
聖
州

知
事
候
補
と
目
さ
れ
て
い
る

が
、
１
８
年
の
知
事
選
挙
の

決
選
投
票
で
は
ド
リ
ア
氏
に

僅
差
で
敗
れ
た
フ
ラ
ン
サ
氏

も
、知
事
の
座
を
狙
っ
て
い
る
。

　

両
者
は
１
１
月
１
９
日
に

月
件
数
が
増
え
続
け
て
い

る
。
４
月
の
窃
盗
事
件
数
は

１
万
１
９
０
３
件
だ
っ
た
。

被
害
に
あ
っ
た
も
の
の
中
で

最
も
目
立
つ
の
は
自
転
車
の

３
３
８
３
件
で
、
３
カ
月
連

続
で
３
千
件
を
超
え
て
い

る
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら
の

１
０
カ
月
間
の
窃
盗
事
件
の

総
数
は
１
５
万
と
７
件
で
、

前
年
同
期
比
で
１
０
％
増
と

な
っ
て
い
る
。
５
月
以
降
と

い
う
と
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

第
２
波
が
落
ち
着
き
、
コ
ロ

ナ
の
死
者
、
感
染
者
が
減
少

し
は
じ
め
た
時
期
と
重
な
る

が
、
そ
う
な
れ
ば
こ
う
し
て

別
の
問
題
も
発
生
す
る
。

　
　
　
　
　

◎ 

　

１
１
月
３
０
日
午
前
９
時

現
在
の
カ
ン
タ
レ
イ
ラ
水

系
の
１
１
月
の
降
水
量
は

１
１
１
・
６
ミ
リ
。
前
日
ま

で
は
８
０
ミ
リ
に
も
到
達
し

て
い
な
か
っ
た
が
、
最
後
の

土
壇
場
で
３
３
・
１
ミ
リ
の

降
水
を
記
録
し
た
こ
と
で
、

な
ん
と
か
１
０
０
ミ
リ
を
超

え
、
貯
水
量
も
２
６
・
０
％

に
戻
し
た
。
だ
が
、
６
水
系

中
最
多
だ
っ
た
同
水
系
で
も

月
間
平
均
（
１
４
９
ミ
リ
）

に
は
及
ん
で
お
ら
ず
、
他
の

水
系
で
は
１
０
０
ミ
リ
に
も

達
し
な
か
っ
た
。
予
報
だ

と
、
１
２
月
は
今
週
末
ま
で

は
天
気
が
続
く
が
、
来
週
か

ら
は
雨
が
多
く
な
る
と
の
こ

と
だ
。
夏
に
向
け
て
安
定
し

て
、
か
つ
多
く
降
っ
て
ほ
し

い
と
こ
ろ
だ
。

　
　
　
　
　

◎ 

　

サ
ッ
カ
ー
の
全
国
選
手

権
、
現
在
１
２
位
の
サ
ン
パ

ウ
ロ
は
本
日
２
日
、ポ
ル
ト
・

ア
レ
グ
レ
で
グ
レ
ミ
オ
と
対

戦
す
る
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
が
こ

の
試
合
に
勝
つ
と
、
２
部
降

格
の
危
機
が
か
な
り
薄
ま
る

が
、
対
す
る
グ
レ
ミ
オ
は
現

在
１
８
位
で
、
降
格
危
機
が

よ
り
深
刻
だ
。
グ
レ
ミ
オ
が

南
米
一
に
輝
い
た
の
は
ほ
ん

の
４
年
前
の
２
０
１
７
年
。

ま
さ
に
下
克
上
と
い
っ
た
と

こ
ろ
か
。

　

２
０
１
３
年
に
２
４
２
人

も
の
死
者
を
出
し
た
南
大
河

州
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
「
Ｋ
Ｉ

Ｓ
Ｓ
」
で
の
火
災
事
件
に
関

す
る
裁
判
が
１
日
か
ら
同
州

の
地
裁
で
は
じ
ま
っ
た
。
１

日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ
て

い
る
。

　
こ
の
事
故
は
２
０
１
３
年

１
月
２
７
日
、
南
大
河
州
サ

ン
タ
マ
リ
ア
に
あ
る
Ｋ
Ｉ
Ｓ

Ｓ
で
、
セ
ル
タ
ネ
ー
ジ
ャ
の
バ

ン
ド
、
バ
ン
ダ
・
グ
リ
ザ
ー

ダ
・
フ
ァ
ン
ダ
ン
ゲ
イ
ラ
が
演

奏
中
、
発
炎
筒
の
よ
う
に
炎

が
高
く
上
が
る
花
火
を
使
う

演
出
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
有

毒
ガ
ス
を
発
す
る
素
材
を

使
っ
た
天
井
に
引
火
し
て
起

き
た
。

　

入
場
者
が
多
す
ぎ
た
の
に

加
え
、
煙
が
短
時
間
で
広
が

る
中
、
避
難
経
路
を
示
す
誘

導
灯
が
機
能
し
て
お
ら
ず
、

た
っ
た
一
つ
の
出
口
に
殺
到

し
て
折
り
重
な
っ
て
脱
出
で

き
な
い
人
が
煙
に
巻
か
れ
た

結
果
、
２
４
２
人
が
死
亡
、

６
３
６
人
が
負
傷
す
る
大
惨

事
と
な
っ
た
。

　

死
者
の
多
く
は
退
路
を
断

た
れ
て
折
り
重
な
る
よ
う
に

倒
れ
て
お
り
、
一
酸
化
炭
素

中
毒
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
サ

ン
タ
マ
リ
ア
は
学
生
街
と
し

て
知
ら
れ
て
お
り
、
犠
牲
者

の
大
半
も
大
学
生
だ
っ
た
。

　

将
来
を
約
束
さ
れ
て
い
た

若
者
た
ち
が
亡
く
な
り
、
後

遺
症
に
悩
ま
さ
れ
る
人
た
ち

も
多
数
出
た
こ
と
と
や
現
場

の
悲
惨
さ
は
、
多
く
の
人
た

ち
の
涙
を
誘
っ
た
。

　

そ
の
後
も
こ
の
事
件
に
関

す
る
裁
判
は
な
か
な
か
は
じ

ま
ら
な
か
っ
た
が
、
発
生
か

ら
８
年
１
１
カ
月
を
経
て
、

よ
う
や
く
陪
審
裁
判
が
は
じ

ま
っ
た
。

　

今
回
の
裁
判
で
は
Ｋ
Ｉ
Ｓ

Ｓ
の
ソ
ー
シ
オ
（
共
同
経
営

者
）
２
人
（
エ
リ
サ
ン
ド
ロ
・

カ
レ
ガ
ロ
・
ス
ポ
ー
ル
、
マ
ウ

ロ
・
ロ
ン
デ
ロ
・
ホ
フ
マ
ン
の

両
被
告
）、バ
ン
ダ・
グ
リ
ザ
ー

ダ
の
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
の
マ
ル

　

最
高
裁
第
２
小
法
廷
は

１
１
月
３
０
日
、
フ
ラ
ヴ
ィ

オ
・
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
上
議
の
議

員
特
権
（
フ
ォ
ロ
・
プ
リ
ヴ
ィ

レ
ジ
ア
ド
）
を
維
持
し
、
職

員
給
与
の
ピ
ン
は
ね
（
ラ
シ
ャ

ジ
ー
ニ
ャ
）
疑
惑
に
関
す
る

裁
判
の
管
轄
を
高
等
裁
に
据

え
置
い
た
上
、
金
融
活
動
管

理
審
議
会
（
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｆ
）
か

ら
の
報
告
の
大
半
を
無
効
に

す
る
判
断
を
行
っ
た
。
１
１

月
３
０
日
、
１
２
月
１
日
付

伯
字
紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
て

い
る
。

　

こ
の
審
理
は
、
リ
オ
州
で

の
刑
事
裁
判
第
２
審
を
扱
う

第
３
刑
事
法
廷
が
昨
年
６
月

に
下
し
た
、
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏

の
フ
ォ
ロ
を
認
め
、
裁
判
の

管
轄
を
リ
オ
州
地
裁
か
ら
高

等
裁
特
別
班
に
移
し
た
判
決

を
不
服
と
し
た
リ
オ
州
検
察

局
が
、
最
高
裁
に
控
訴
し
た

件
に
関
す
る
も
の
だ
。

　

ラ
シ
ャ
ジ
ー
ニ
ャ
疑
惑
の
管

轄
は
、
第
３
刑
事
法
廷
で
の

判
断
が
出
る
ま
で
は
、
第
１

審
を
扱
う
リ
オ
地
裁
第
２
７

刑
事
法
廷
の
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
・

イ
タ
バ
イ
ア
ー
ナ
判
事
だ
っ

た
。
リ
オ
州
検
察
局
は
同
判

事
に
対
し
、
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏

を
公
金
横
領
、
犯
罪
計
画
な

ど
の
容
疑
で
起
訴
し
て
い
た
。

　

第
３
刑
事
法
廷
は
、
フ
ラ

ヴ
ィ
オ
氏
に
関
す
る
疑
惑
が

生
じ
た
時
は
リ
オ
州
議
だ
っ

た
の
で
、
リ
オ
地
裁
で
は
な

く
、
第
２
審
レ
ベ
ル
の
裁
判

所
が
扱
う
べ
き
と
の
フ
ラ
ヴ
ィ

オ
氏
の
主
張
を
認
め
た
が
、

リ
オ
州
検
察
局
は
、
州
議
と

し
て
の
フ
ォ
ロ
は
州
議
を
退
任

し
た
と
き
に
な
く
な
っ
て
お

り
、
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
の
件
は

第
１
審
で
扱
え
る
は
ず
と
主

張
し
て
い
た
。

　

だ
が
、
１
１
月
９
日
に
高

等
裁
第
５
小
法
廷
が
、
フ
ラ

ヴ
ィ
オ
氏
に
対
す
る
イ
タ
バ

イ
ア
ー
ナ
判
事
の
判
断
を
全

て
無
効
に
す
る
判
断
を
下
し

た
こ
と
で
、
検
察
側
に
か
な

り
不
利
に
な
っ
て
い
た
。
高

等
裁
派
、
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
に

対
す
る
ラ
シ
ャ
ジ
ー
ニ
ャ
疑

惑
の
捜
査
再
開
の
た
め
に
は
、

再
度
の
告
発
が
必
要
と
の
判

断
も
下
し
て
い
る
。

　

こ
の
日
の
最
高
裁
第
２
小

法
廷
で
の
審
理
も
、
報
告
官

を
つ
と
め
た
ジ
ウ
マ
ー
ル
・
メ

ン
デ
ス
判
事
が
「
高
等
裁
の

判
断
は
、
最
高
裁
の
定
め
た

フ
ォ
ロ
の
規
定
に
も
準
じ
て
い

る
」
と
し
て
、
高
等
裁
の
判

断
を
支
持
。
そ
れ
に
リ
カ
ル

ド
・
レ
ヴ
ァ
ン
ド
ウ
ス
キ
ー
、

カ
シ
オ
・
マ
ル
ケ
ス
判
事
も

続
い
た
。
唯
一
、
エ
ジ
ソ
ン
・

フ
ァ
キ
ン
判
事
が
反
対
し
た

が
、
３
―
１
で
、
フ
ラ
ヴ
ィ

オ
氏
の
フ
ォ
ロ
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
の
審
理
で

は
、
検
察
が
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏

が
ラ
シ
ャ
ジ
ー
ニ
ャ
を
行
っ
て

い
た
こ
と
の
証
拠
と
し
た
Ｃ

Ｏ
Ａ
Ｆ
か
ら
の
五
つ
の
報
告

の
う
ち
四
つ
を
、
こ
れ
も
フ
ォ

ロ
と
同
じ
判
事
投
票
３
―
１

で
無
効
と
し
た
。

　

フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
が
、
ボ
ル

ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
友
人
の
フ
ァ

ブ
リ
シ
オ
・
ケ
イ
ロ
ス
氏
や
そ

の
一
家
、
大
統
領
前
妻
の
ア

ナ
・
ク
リ
ス
チ
ー
ナ
氏
の
一

家
を
幽
霊
職
員
と
し
て
、
給

料
日
の
直
後
に
給
与
の
ほ
ぼ

全
額
を
ケ
イ
ロ
ス
氏
の
口
座

に
振
り
込
ま
せ
て
い
た
疑
惑

は
、
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｆ
の
捜
査
か
ら

浮
上
し
て
い
た
。

Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
火
災
事
件
の
裁
判
は
じ
ま
る

１
３
年
に
死
傷
者
８
７
８
人
出
す

疑
惑
の
証
拠
も
大
半
無
効
に

オミクロン

聖
州
で
３
人
の
新
株
感
染
を
確
認

南大河州

１
１
月
は
今
年
２
度
目
の
赤
字
に

輸
入
の
伸
び
が
輸
出
を
上
回
る

貿易収支

2006 年大統領選挙時のルーラ氏とアウキ
ミン氏（Twitter）

　

ル
ー
ラ
氏
は
１
１
月
３
０

日
、
ラ
ジ
オ
局
「
ラ
ジ
オ
・

ガ
ウ
ー
シ
ャ
」
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
、
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏

と
の
シ
ャ
ッ
パ
の
噂
に
つ
い

て
、
質
問
を
受
け
た
。

　

ル
ー
ラ
氏
は
こ
れ
を
否
定

す
る
こ
と
な
く
「
今
、
我
々

は
話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

だ
」
と
答
え
、
実
際
に
交
渉

を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調

し
た
。

　

さ
ら
に
ル
ー
ラ
氏
は
、「
ま

ず
は
、
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
が
ど

の
党
に
入
る
の
か
が
知
り
た

い
」
と
語
り
、「
選
挙
に
勝

つ
た
め
の
強
力
な
シ
ャ
ッ
パ

を
築
き
上
げ
た
い
」
と
言
い

切
っ
た
。

　

ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
は

２
０
０
６
年
の
大
統
領
選

で
、
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
の
大
統
領
候

補
と
し
て
ル
ー
ラ
氏
と
決
選

投
票
を
争
っ
た
。
だ
が
、
近

年
は
自
身
が
政
界
に
引
っ

張
っ
て
き
た
ジ
ョ
ア
ン
・
ド

リ
ア
聖
州
知
事
と
対
立
。
か

ね
て
か
ら
離
党
が
噂
さ
れ
て

い
た
が
、
１
１
月
２
７
日
の

Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
の
党
内
選
挙
で
ド

リ
ア
氏
が
同
党
の
大
統
領
候

補
に
な
っ
た
こ
と
で
、
党
に

居
場
所
が
な
く
な
っ
た
と
見

ら
れ
て
い
る
。

　

ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
の
移
籍
先

は
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い

が
、
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
党
（
Ｐ

　

経
済
省
が
１
日
、

１
１
月
の
貿
易
収
支
は

１
３
億
７
０
０
万
ド
ル
の

赤
字
だ
っ
た
と
発
表
し
た
と

同
日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報

じ
た
。
１
１
月
の
輸
出
は

２
０
２
億
９
６
０
０
万
ド

ル
、
輸
入
は
２
１
６
億
３
０

０
万
ド
ル
だ
っ
た
。

　

貿
易
収
支
が
赤
字
と

な
っ
た
の
は
、
今
年
１
月

の
２
億
５
０
０
万
ド
ル
以

来
だ
。
昨
年
１
１
月
は

２
４
億
８
８
０
０
万
ド
ル
の

黒
字
だ
っ
た
か
ら
、
季
節
的

な
要
因
以
外
の
理
由
が
あ
り

そ
う
だ
。

　

経
済
省
に
よ
る
と
、
１
１

月
の
１
日
あ
た
り
の
輸

出
額
は
昨
年
同
月
比
で

２
３
・
２
％
伸
び
た
が
、
輸

会
合
を
行
っ
て
お
り
、
元
聖

市
市
長
で
１
８
年
大
統
領
選

次
点
だ
っ
た
ハ
ダ
ジ
氏
と
、

元
聖
州
知
事
の
フ
ラ
ン
サ
氏

が
シ
ャ
ッ
パ
を
組
む
可
能
性

が
あ
る
の
か
、
あ
る
と
す
れ

ば
ど
ち
ら
が
正
候
補
か
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。

「アウキミン氏と交渉中」ルーラ

（１） ２０２１（令和三）年第５８６８号  １２月 ２日 （木曜日）

入
が
５
３
・
１
％
伸
び
て
赤

字
に
転
じ
た
と
い
う
。

　

１
１
月
の
輸
入
が
急
増
し

た
の
は
、
購
入
量
の
増
加
と

価
格
高
騰
の
両
方
が
影
響
し

て
い
る
。
輸
入
増
と
価
格
高

が
重
な
っ
た
商
品
は
、
燃
料

全
般
と
天
然
ガ
ス
、
電
気
、

肥
料
、
医
薬
品
に
集
中
し
て

い
る
と
い
う
。
医
薬
品
の
中

に
は
新
型
コ
ロ
ナ
用
の
ワ
ク

チ
ン
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

輸
出
増
が
目
立
つ
の
は
、

４
万
１
６
８
９
・
１
％
増
の

ニ
ッ
ケ
ル
鉱
や
そ
の
精
鉱
、

１
０
２
５
・６
％
増
の
ソ
フ
ト

と
呼
ば
れ
る
植
物
製
油
脂
、

２
１
７
・
５
％
増
の
鉄
ま
た

は
鋼
（
半
製
品
や
イ
ン
ゴ
ッ

ト
な
ど
）、
１
６
３
・
１
％
増

の
大
豆
、
１
２
０
・
４
％
増

の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
鉱
石
と
精

鉱
な
ど
だ
。

　

輸
入
増
が
目
立
つ
の
は
、

９
２
５
・
１
％
増
の
液
化

ま
た
は
非
液
化
天
然
ガ
ス
、

４
３
３
・８
％
増
の
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
を
除
く
未
粉
砕
の
と

う
も
ろ
こ
し
、
２
６
８
・７
％

増
の
未
粉
砕
の
大
麦
、

２
５
４
・
７
％
増
の
粉
末
木

炭
、
１
６
５
・
７
％
増
の
肥

料
、
１
６
２
・
９
％
増
の
石

油
燃
料
油
（
原
油
以
外
）
な

ど
だ
。
獣
医
用
以
外
の
医
薬

品
は
１
３
６
・
５
％
、
原
油

や
瀝
青
鉱
物
か
ら
の
原
油
も

１
０
３
・２
％
増
え
た
。

　

た
だ
し
、
１
月
か
ら
の
累

積
は
５
７
１
億
９
１
０
０
万

ド
ル
の
黒
字
で
、
１
９
８
９

年
の
統
計
開
始
以
来
最
大
の

黒
字
額
を
計
上
し
て
い
る
。

セ
ロ
・
デ
・
ジ
ェ
ズ
ス
・
ド
ス
・

サ
ン
ト
ス
被
告
、
音
楽
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
ル
シ
ア
ー
ノ
・

ボ
ニ
ー
リ
ャ
・
レ
オ
ン
被
告

の
４
人
が
裁
か
れ
る
こ
と
と

な
る
。



　

公こ
う

益え
き

財ざ
い

団だ
ん

法ほ
う

人じ
ん

海か
い

外が
い

日に
っ

系け
い

人じ
ん

協き
ょ
う

会か
い

（
平ひ

ら

井い

伸し
ん

治じ

会か
い

長ち
ょ
う、
横よ

こ

浜は
ま

市し

所し
ょ

在ざ
い

）
は
『
第だ

い

６
１
回か

い

海か
い

外が
い

日に
っ

系け
い

人じ
ん

大た
い

会か
い

』
を
日に

っ

本ぽ
ん

時じ

間か
ん

１
０
月が

つ

３
０
・３
１
日に

ち

の
１
０
時じ

か
ら
「
新し

ん

時じ

代だ
い
へ
の
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん

―
時じ

空く
う

と
世せ

界か
い

を
超こ

え
て
つ
な
が
る
日に

っ

系け
い

」
を
テ
ー

マ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
開か

い

催さ
い

し
た
。
日に

本ほ
ん

を
含ふ

く

む
３
２
カ
国こ

く

か
ら
５
６
０
人に

ん

が
参さ

ん

加か

を
申も

う

し
込こ

み
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上じ

ょ
うで
一い

ち

堂ど
う

に

会か
い

し
た
。
１
日に

ち

目め

は
募ぼ

集し
ゅ
うし
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
結け

っ

果か

や
、「
新し

ん

時じ

代だ
い

の
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん 

時じ

空く
う

と
世せ

代だ
い

を
超こ

え
て
繋つ

な

が
る
日に

っ

系け
い

」
の
基き

調ち
ょ
う

講こ
う

演え
ん

が
行お

こ
なわ
れ
た
。
大た

い

会か
い

に
は
秋あ

き

篠し
の
の

宮み
や

皇こ
う

嗣し

殿で
ん

下か

や
茂も

て

木ぎ

敏と
し

充み
つ

外が
い

務む

大だ
い

臣じ
ん

と
い
っ
た
政せ

い

府ふ

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

か
ら
の
ビ
デ
オ
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
寄よ

せ
ら
れ
公こ

う

開か
い

さ
れ
た
。

平ひ
ら

井い

会か
い

長ち
ょ
う

「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
魂た

ま
し
い

見み

せ
て
乗の

り
越こ

え
る
」

（２）２０２１（令和三）年 第５８６８号	１２月	 ２日	（木曜日）

第だ
い

６
１
回か

い

海か
い

外が
い

日に
っ

系け
い

人じ
ん

大た
い

会か
い

海
かい

外
がい

日
にっ

系
けい

人
じん

大
たい

会
かい

多お
お

く
参さ

ん

加か

し
た
事こ

と

な
ど
を
挙あ

げ
「
新あ

た
ら
し
い
世せ

代だ
い

の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
皆み

な

さ
ん
が
自み

ず
か
ら
の
ル
ー
ツ
で

あ
る
日に

本ほ
ん

と
の
懸か

け
橋は

し

と
な
っ

て
く
れ
る
事こ

と

を
期き

待た
い

し
ま
す
」

と
活か

つ

躍や
く

に
期き

待た
い

を
よ
せ
た
。

　

昨さ
く

年ね
ん

１
月が

つ

に
来ら

い

伯は
く

し
て
い

た
山さ

ん

東と
う

昭あ
き

子こ

参さ
ん

議ぎ

院い
ん

議ぎ

長
ち
ょ
う

は
、
移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

の
訪ほ

う

問も
ん

や

当と
う

地ち

日に
っ

系け
い

移い

民み
ん

と
の
交こ

う

流り
ゅ
うを

振ふ

り
返か

え

り
、「
ご
苦く

労ろ
う

の
末す

え

、

現げ
ん

地ち

社し
ゃ

会か
い

で
信し

ん

頼ら
い

を
得え

て
そ

れ
ぞ
れ
の
分ぶ

ん

野や

で
ご
活か

つ

躍や
く

を

し
て
い
る
姿す

が
た
を
み
て
胸む

ね

が
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
」
と
述の

べ

た
。

　

９
カ
国こ

く

か
ら
の
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

代だ
い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

か
ら
も
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄よ

せ
ら
れ
、
各か

っ

国こ
く

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

や
団だ

ん

体た
い

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
う

等な
ど

も
報ほ

う

告こ
く

さ
れ
た
。
当と

う

地ち

を
代だ

い

表ひ
ょ
うし
て
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

の
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト
会か

い

長ち
ょ
うも
参さ

ん

加か

し
、
国こ

く

外が
い

に
向む

け

て
活か

つ

動ど
う

を
説せ

つ

明め
い

し
た
。

　

米べ
い

国こ
く

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
南

み
な
み

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
ハ
ワ
イ
の

「
時じ

空く
う

と
世せ

界か
い

を
超こ

え
て
」
テ
ー
マ
に

秋あ
き

篠し
の
の

宮み
や

皇こ
う

嗣し

殿で
ん

下か

や
茂も

て

木ぎ

外が
い

相し
ょ
う

も
挨あ

い

拶さ
つ

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

が
コ
ロ
ナ
禍か

で
人じ

ん

的て
き

・
経け

い

済ざ
い

的て
き

打だ

撃げ
き

を
受う

け
た

事こ
と

を
心し

ん

配ぱ
い

す
る
と
共と

も

に
、

状じ
ょ
う

況き
ょ
う

打だ

破は

の
た
め
に
台た

い

頭と
う

す
る
若わ

か

い
世せ

代だ
い

に
ふ
れ
「
地ち

域い
き

や
国こ

っ

境き
ょ
うを

こ
え
た
新あ

ら

た
な

連れ
ん

係け
い

の
広ひ

ろ

が
り
が
実じ

つ

現げ
ん

し
つ

つ
あ
る
と
聞き

き
及お

よ

ん
で
お
り
、

大た
い

変へ
ん

心こ
こ
ろ

強づ
よ

く
思お

も

っ
て
お
り
ま

　
「
日に

っ

系け
い

人じ
ん

は
時じ

空く
う

を
越こ

え
、

一い
っ

世せ
い

か
ら
レ
ガ
シ
ー
（
遺い

産さ
ん

）

を
受う

け
継つ

い
だ
。
最さ

い

新し
ん

技ぎ

術
じ
ゅ
つ

や
知ち

識し
き

を
活か

つ

用よ
う

す
る
事こ

と

で
社し

ゃ

会か
い

へ
の
貢こ

う

献け
ん

を
拡か

く

大だ
い

で
き
る
。

そ
し
て
よ
り
日に

本ほ
ん

が
コ
ミ
ッ

ト
出で

来き

る
よ
う
我わ

れ

々わ
れ

が
橋は

し

渡わ
た

し
の
役や

く

割わ
り

を
強

き
ょ
う

化か

し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
覚か

く

て
し
ま
い
、
新し

ん

芽め

が
出で

て
く

る
の
を
待ま

っ
て
い
た
。
今こ

年と
し

は
越え

っ

冬と
う

さ
せ
て
み
た
と
こ
ろ
、

ず
っ
と
実み

を
結む

す

ん
で
い
た
だ
け

で
な
く
、
春は

る

先さ
き

か
ら
は
花は

な

や

実み

も
増ふ

え
始は

じ

め
た
。

　

土ど

曜よ
う

日び

の
朝あ

さ

、
寒さ

む

さ
や
加か

齢れ
い

（
？
）
で
枯か

れ
た
葉は

や
茎く

き

を
、
は
し
ご
に
登の

ぼ
っ
て
取と

り
除の

ぞ

く
。
視し

点て
ん

が
変か

わ
る
と
、
重か

さ

る
。
ア
リ
が
い
る
茎く

き

の
先さ

き

に
あ

る
樹じ

ゅ

液え
き

を
吸す

っ
た
跡あ

と

ら
し
き

黒く
ろ

い
膨ふ

く

ら
み
や
、
ミ
ツ
バ
チ
よ

り
ず
っ
と
小ち

い

さ
な
ハ
チ
が
飛と

び

交か

う
の
を
見み

て
共

き
ょ
う

生せ
い

に
つ
い
て

考か
ん
がえ
る
事こ

と

も
あ
る
。

　

車し
ゃ

庫こ

の
屋や

根ね

の
下し

た

と
い
う

ご
く
小ち

い

さ
な
空く

う

間か
ん

で
繰く

り
広ひ

ろ

げ
ら
れ
る
自し

然ぜ
ん

界か
い

の
営い

と
な
み
だ

が
、
様さ

ま

々ざ
ま

な
気き

づ
き
や
示し

唆さ

樹   

海

と
、
新し

ん

聞ぶ
ん

を
取と

り
に
行ゆ

き
が

て
ら
、
車し

ゃ

庫こ

の
屋や

根ね

に
張は

っ

た
紐ひ

も

に
沿そ

っ
て
育そ

だ

つ
ゴ
ー
ヤ
を

観か
ん

察さ
つ

す
る
癖く

せ

が
つ
い
た
。

　

例れ
い

年ね
ん

は
多た

少し
ょ
うの
花は

な

や
実み

が

残の
こ
っ
て
い
て
も
根ね

元も
と

か
ら
抜ぬ

い

じ
ゅ
　
　
か
い

残の
こ

す
た
め
に
種た

ね

を
落お

と
す
様よ

う

子す

や
、
新あ

ら

た
な
力ち

か
ら
を
得え

て
伸の

び
始は

じ

め
る
芽め

や
実み

、
そ
れ
が

屋や

根ね

の
割わ

れ
目め

を
見み

つ
け
て

外そ
と

に
伸の

び
て
い
く
活か

つ

力り
ょ
く。
結け

つ

実じ
つ

は
ハ
チ
と
の
共

き
ょ
う

同ど
う

作さ

業ぎ
ょ
うで

あ
る
事こ

と

等な
ど

々な
ど

、
数か

ぞ

え
上あ

げ
れ

ば
き
り
が
な
い
。

　

時と
き

に
は
自じ

分ぶ
ん

が
、
ま
だ
実み

を
結む

す

べ
て
い
る
か
、
堅か

た

く
て

草く
さ

木き

か
ら
学ま

な

ぶ
、
視し

点て
ん

や
立た

ち
位い

置ち

を
変か

え
る
必ひ

つ

要よ
う

性せ
い

な
っ
た
葉は

の
後う

し

ろ
に
隠か

く

れ
、
下し

た

か
ら
は
見み

え
な
い
実み

や
茎く

き

の

上う
え

に
横よ

こ

た
わ
っ
た
ま
ま
育そ

だ
っ
て

い
る
実み

が
見み

つ
か
る
。

　

枯か

れ
た
葉は

や
茎く

き

を
取と

り
除の

ぞ

き
、
明あ

か

る
く
な
っ
た
場ば

所し
ょ

で

見み

る
と
見み

つ
か
る
実み

や
、
少す

こ

し
ず
つ
動う

ご

い
て
眺な

が

め
る
内う

ち

に
目め

に
飛と

び
込こ

ん
で
く
る
実み

も
あ

に
満み

ち
て
い
る
。

　

枯か

れ
て
堅か

た

く
な
り
、
新あ

た
ら
し

い
命い

の
ち
を
育は

ぐ
く
め
な
く
な
っ
た
茎く

き

は
取と

り
除の

ぞ

く
し
か
な
い
事こ

と

。

古ふ
る

い
物も

の

が
取と

り
除の

ぞ

か
れ
た
後あ

と

の
明あ

か

る
さ
と
風か

ぜ

通と
お

し
の
良よ

さ
、

視し

点て
ん

や
立た

ち
位い

置ち

を
変か

え
な

い
と
見み

え
な
い
実み

が
あ
る
事こ

と

。

時と
き

が
来き

た
と
知し

り
、
子し

孫そ
ん

を

　

朝あ
さ

一い
ち

番ば
ん

に
日ひ

の
光ひ

か
り
を
浴あ

び

る
と
体た

い

内な
い

時ど

計け
い

が
整と

と
の
う
と
聞き

い
た
事こ

と

も
あ
り
、
朝あ

さ

起お

き
る

脆も
ろ

い
茎く

き

に
な
っ
て
い
な
い
か
、

他た

者し
ゃ

の
成せ

い

長ち
ょ
うを
阻は

ば

む
存そ

ん

在ざ
い

に

な
っ
て
い
な
い
か
、
な
ど
と
内な

い

省せ
い

す
る
時と

き

も
あ
る
。
そ
ん
な

時と
き

は
自じ

戒か
い

し
つ
つ
、
前ま

え

を
向む

く
。
屋や

根ね

の
上う

え

や
紐ひ

も

が
な
い

場ば

所し
ょ

に
伸の

び
る
茎く

き

の
向む

き
を

変か

え
さ
せ
る
時と

き

は
、
誤

あ
や
ま

っ
た

視し

点て
ん

や
考か

ん
が
え
は
修

し
ゅ
う

正せ
い

が
必ひ

つ

要よ
う

だ
と
も
考か

ん
がえ
る
。

　

だ
が
、
古ふ

る

い
者も

の

が
新あ

た
ら
し
い

者も
の

に
座ざ

を
譲ゆ

ず

り
、
更さ

ら

な
る
成せ

い

長ち
ょ
うを
促う

な
が
す
べ
き
時と

き

が
来く

る
事こ

と

は
確た

し

か
だ
し
、
同お

な

じ
視し

点て
ん

、

同お
な

じ
立た

ち
位い

置ち

が
正た

だ

し
い
と

は
限か

ぎ

ら
な
い
と
知し

る
事こ

と

や
、

風か
ぜ

通と
お

し
の
良よ

さ
な
ど
は
仕し

事ご
と

の
上う

え

で
も
大た

い

切せ
つ

だ
。

　

新あ
た
ら
し
い
ぶ
ど
う
酒し

ゅ

は
発は

っ

酵こ
う

力り
ょ
くが
強つ

よ

く
、
新あ

た
ら
し
い
皮か

わ

袋ぶ
く
ろに

入い

れ
な
い
と
、
入い

れ
物も

の

が
裂さ

け
て
全す

べ

て
が
だ
め
に
な
る
。

　

ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

は
今こ

年と
し

で

歴れ
き

史し

の
幕ま

く

を
閉と

じ
、
来ら

い

年ね
ん

か

ら
は
新あ

ら

た
な
組そ

織し
き

、
新あ

ら

た
な

名な

前ま
え

で
の
新し

ん

聞ぶ
ん

発は
っ

行こ
う

が
始は

じ

ま

る
。
新あ

た
ら
し
い
陣じ

ん

容よ
う

、
新あ

た
ら
し
い

名な

前ま
え

で
の
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

が
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
新あ

ら

た
な
風か

ぜ

や
命い

の
ち
を
吹ふ

き

込こ

む
事こ

と

を
願ね

が
っ
て
や
ま
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
み
）

日に
っ

系け
い

人じ
ん

団だ
ん

体た
い

が
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
寄よ

せ
、
ほ
か
メ
キ
シ
コ
、
キ

ュ
ー
バ
、
ペ
ル
ー
、
ボ
リ
ビ
ア
、

パ
国こ

く

、
亜あ

国こ
く

、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

会か
い

長ち
ょ
うや
役や

く

員い
ん

か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄よ

せ
ら
れ
た
。

国こ
く

際さ
い

日に
っ

系け
い

デ
ー
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は

ペ
ル
ー
の
イ
ト
ウ
さ
ん

　

同ど
う

大た
い

会か
い

で
は
今こ

年と
し

８
月が

つ

３
１
日に

ち

ま
で
募ぼ

集し
ゅ
うし
て
い
た

『
国こ

く

際さ
い

日に
っ

系け
い

デ
ー
』
の
ロ
ゴ
マ

ー
ク
の
発は

っ

表ぴ
ょ
うも
行お

こ
な
わ
れ
、
ペ

ル
ー
の
ア
キ
ミ
ツ
・
イ
ト
ウ

さ
ん
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
採さ

い

用よ
う

作さ
く

品ひ
ん

に
選え

ら

ば
れ
た
。
イ
ト
ウ
さ

　

お
や
じ
も
大
喜
び
で
、
み
ん
な
に
連
絡
し
て
く
れ
た
ら
し
く
東
京
本
社
と

横
浜
支
店
の
幹
部
が
大
桟
橋
に
集
合
し
て
い
た
。

　

横
浜
支
店
経
理
課
長
を
し
て
い
た
同
期
の
浦
野
君
が
支
店
技
術
部
長
の
岡

本
さ
ん
と
二
人
で
、
ワ
イ
に
と
っ
て
は
日
本
最
後
の
昼
飯
を
ご
馳
走
し
て
く

れ
た
。

　

見
送
り
人
の
中
に
は
、
後
年
に
東
芝
メ
デ
イ
カ
ル
・
ド
・
ブ
ラ
ジ
ル
を
創

設
し
、
日
本
に
帰
国
後
も
海
外
業
務
の
基
盤
を
築
き
、
専
務
ま
で
昇
進
し
た

星
合
泰
宏
君
も
居
た
ら
し
い
。

　

子
会
社
で
は
生
え
抜
き
の
最
高
位
は
専
務
で
、
全
子
会
社
の
社
長
に
は
親

会
社
か
ら
の
天
下
り
が
順
送
り
さ
れ
て
く
る
。

　

日
本
最
後
の
夜
は
船
に
戻
ら
ず
、
お
や
じ
と
山
下
さ
ん
の
東
京
の
ア
ジ
ト
・

三
田
東
急
に
泊
ま
っ
た
。
こ
こ
は
日
本
最
初
の
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
で
、
お
や

じ
達
、
稲
門
仲
間
の
石
田
博
英(

石
橋
内
閣
官
房
長
官
、
岸
内
閣
労
相)

事

務
所
も
あ
っ
た
。

　

お
や
じ
と
博
英
氏
は
宝
塚
く
ず
れ
の
溜
ま
り
場
、
東
京
は
新
橋
烏
森
の
飲

み
屋
「
川
太
郎
」
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。
別
名
「
在
郷
美
人
会
」
の
看

板
を
あ
げ
た
こ
の
店
の
常
連
は
清
川
虹
子
、
水
ノ
江
滝
子
、
丹
下
清
子
等
そ

う
そ
う
た
る
女
傑
ぞ
ろ
い
。
日
曜
娯
楽
版
の
常
連
や
、
山
下
さ
ん
の
様
な
自

称
宝
塚
フ
ア
ン
が
酒
を
飲
ん
で
賑
や
か
に
オ
ダ
を
あ
げ
て
い
た
。

　

運
の
い
い
こ
と
に
、
丹
下
さ
ん
の
二
人
の
娘
が
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
住
ん
で
る

と
紹
介
さ
れ
た
。

　

姉
の
節
子
さ
ん
が
日
本
舞
踊
の
師
匠
を
し
な
が
ら
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ
を
し
て
た
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
着
い
て
か
ら
は
、
同
船
者
で
下
宿
も

一
緒
に
な
っ
た
真
藤
進
君
と
催
氏
と
一
緒
に
、
度
々
節
子
さ
ん
の
家
に
転
が

り
込
み
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
。
そ
こ
に
居
候
し
て
い
た
東
京
愚
連
隊
の
上
野
隊

長
が
、
空
瓶
を
持
っ
て
ビ
ー
ル
を
買
い
に
走
る
毎
日
。

　

上
野
さ
ん
は
料
亭「
青
柳
」通
称「
ヘ
ス
タ
ウ
ラ
ン
チ
・
パ
パ
イ
」ず
ば
り〝
居

酒
屋
親
父
〟
で
ド
ラ
ム
を
叩
い
て
い
た
。

　

上
野
さ
ん
は
非
番
の
日
に
、
節
子
さ
ん
の
職
場
「
ク
ル
ー
ビ
・
イ
チ
バ
ン
」

に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
３
人
は
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
の
選
ん
だ
世

界
一
美
し
い
と
称
せ
ら
れ
る
モ
レ
ー
ナ
（
白
人
と
黒
人
の
混
血
女
だ
が
比
較

的
色
白
）
を
、
近
く
の
モ
ー
テ
ル
に
連
れ
出
し
た
。

　

一
発
目
は
女
の
腹
に
暴
発
、
日
本
女
性
に
比
べ
て
太
腿
が
太
過
ぎ
る
の
で

２
発
目
は
松
葉
崩
し
、
３
発
目
は
ド
ッ
グ
ス
タ
イ
ル
で
初
め
て
の
南
米
娘
を

堪
能
し
た
。

　

こ
れ
ま
さ
に
、
所
変
わ
れ
ば
品
変
わ
る
な
ん
て
書
く
と
「
女
性
を
品
物
扱

い
す
る
と
は
！
」
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
軍
団
の
隊
長
・
鈴
木
智
春
女
史
に
又
お

叱
り
を
受
け
る
か
な
？ 

寓
話
作
家
の
智
春
先
生
は
、
若
い
頃
ア
メ
リ
カ
留
学

中
に
遊
び
す
ぎ
て
性
病
に
罹
り
、
あ
ま
り
に
も
痛
く
て
、
し
ば
ら
く
は
セ
ッ

ク
ス
出
来
な
か
っ
た
と
か
、
こ
り
ゃ
繁
田
一
家
と
は
関
係
な
い
な
。

　

そ
や
け
ど
「
臭
い
女
ほ
ど
味
が
え
え
」
ど
っ
か
で
聞
い
た
セ
リ
フ
や
、
そ

や
そ
や
読
売
テ
レ
ビ
夜
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
番
組
「
１
１
Ｐ
Ｍ
」
の
司
会
者
・

藤
本
義
一
や
。
あ
い
つ
は
ワ
イ
と
大
学
の
同
級
生
で
、
あ
ま
り
教
室
に
は
顔

を
出
さ
ず
演
劇
部
の
部
室
に
通
学
し
と
っ
た
。

　

ワ
イ
も
プ
ー
ル
直
行
で
授
業
に
は
殆
ん
ど
出
な
ん
だ
よ
っ
て
人
の
こ
と
云

え
ん
け
ど
な
。
こ
の
話
は
、
フ
ク
ダ
電
子
の
筆
頭
常
務
原
口
さ
ん
に
聞
か
せ

た
い
。
原
口
さ
ん
は「
臭
い
女
と
は
出
来
ま
せ
ん
の
や
」と
、よ
う
云
う
て
は
っ

た
。

　

長
崎
で
医
療
機
業
界
に
手
入
れ
が
あ
っ
た
際
、
ワ
イ
と
福
田
エ
レ
ク
ト
ロ

の
所
長
し
て
た
原
口
さ
ん
だ
け
が
白
や
っ
た
。
い
く
ら
叩
か
れ
て
も
出
る
埃

が
無
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、ワ
イ
が
離
日
し
て
１
年
後
、大
学
病
院
の
正
門
前
に
新
築
な
っ

た
石
崎
器
械
店
か
ら
発
し
た
汚
職
事
件
で
病
院
側
も
業
者
側
も
一
網
打
尽
に

な
っ
た
と
聞
い
た
。

(22)

悟ご

と
人じ

ん

的て
き

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

よ
り
必ひ

つ

要よ
う

」
―
―
１
日に

ち

目め

終
し
ゅ
う

盤ば
ん

の
基き

調ち
ょ
う

講こ
う

演え
ん

「
新し

ん

時じ

代だ
い

の

挑ち
ょ
う

戦せ
ん 

時じ

空く
う

と
世せ

代だ
い

を
超こ

え

て
繋つ

な

が
る
日に

っ

系け
い

」
で
、
松ま

つ

本も
と

ア
ル
ベ
ル
ト
氏し

は
そ
う
総そ

う

括か
つ

し
た
。

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
二に

世せ
い

の
松ま

つ

本も
と

氏し

は
、
日に

本ほ
ん

で
ス
ペ
イ
ン

語ご

の
商

し
ょ
う

業ぎ
ょ
う・
渉

し
ょ
う

外が
い

法ほ
う

務む

翻ほ
ん

訳や
く

を
行お

こ
な
う
合ご

う

資し

会が
い

社し
ゃ

イ
デ
ア
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代だ

い

表ひ
ょ
うを
務つ

と

め
る
。
講こ

う

演え
ん

で
は
「
コ
ロ
ナ

禍か

後ご

の
日に

本ほ
ん

と
外そ

と

か
ら
見み

る

日に

本ほ
ん

の
期き

待た
い

」「
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
日に

っ

系け
い

人じ
ん

社し
ゃ

会か
い

の
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん

―

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
と
デ
ジ
タ
ル
化か

」

「
日に

本ほ
ん

の
南な

ん

米べ
い

出
し
ゅ
っ
し
ん

身
の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

と
課か

題だ
い

」
の
三み

つ
の
話わ

題だ
い

に
つ
い
て
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍か

に
よ
り
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

で
も
リ
モ
ー
ト
会か

い

議ぎ

が
活か

っ

性せ
い

化か

し
、
去き

ょ

年ね
ん

半な
か

ば
頃こ

ろ

か
ら

南な
ん

米べ
い

諸し
ょ

国こ
く

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
松ま

つ

本も
と

氏し

も
リ

モ
ー
ト
で
参さ

ん

加か

。「
正せ

い

常じ
ょ
う

化か

後ご

も
継け

い

続ぞ
く

が
望の

ぞ

ま
し
く
、
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

と
日に

本ほ
ん

の
強

き
ょ
う

化か

に
繋つ

な

が

る
」
と
述の

べ
た
。

　

ま
た
、
近き

ん

年ね
ん

の
デ
ジ
タ
ル

世せ

代だ
い

が
立た

ち
上あ

げ
た
新し

ん

技ぎ

術じ
ゅ
つサ
ー
ビ
ス
や
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

「
時じ

空く
う

と
世せ

代だ
い

を
超こ

え
て
繋つ

な

が
る
日に

っ

系け
い

人じ
ん

」

松ま
つ

本も
と

ア
ル
ベ
ル
ト
氏し

基き

調ち
ょ
う

講こ
う

演え
ん

に
関か

ん

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
ヒ

ン
ト
が
隠か

く

さ
れ
て
い
る
と
し
、

「
活か

つ

用よ
う

す
る
事こ

と

で
市し

場じ
ょ
うや
横よ

こ

の
拡ひ

ろ

が
り
を
拡か

く

大だ
い

で
き
る
の

で
は
」
と
提て

い

案あ
ん

す
る
。

　

そ
の
後ご

、
松ま

つ

本も
と

氏し

へ
質し

つ

「
日に

本ほ
ん

の
学が

っ

校こ
う

で
日に

っ

系け
い

の
歴れ

き

史し

を
余あ

ま

り
教お

し

え
な
い
の
は
な

ぜ
か
」「
在ざ

い

日に
ち

日に
っ

系け
い

人じ
ん

の
な
か

で
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

が
出で

来き

な
い
の

は
何な

故ぜ

か
」
な
ど
の
質し

つ

問も
ん

が

寄よ

せ
ら
れ
た
。

基
き

調
ちょう

講
こう

演
えん

の講
こう

師
し

を務
つと

めた松
まつ

本
もと

アルベルトさん

平ひ
ら

井い

伸し
ん

治じ

会か
い

長ち
ょ
う

挨あ
い

拶さ
つ

秋あ
き

篠し
の
の

宮み
や

皇こ
う

嗣し

陛へ
い

下か

ん
は
来ら

い

年ね
ん

日に

本ほ
ん

で
開か

い

催さ
い

予よ

定て
い

の
海か

い

外が
い

日に
っ

系け
い

人じ
ん

大た
い

会か
い

に
副ふ

く

賞
し
ょ
う

で
招

し
ょ
う

待た
い

さ
れ
る
。

　

採さ
い

用よ
う

さ
れ
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク

は
赤あ

か

い
鶴つ

る

を
シ
ン
ボ
ル
化か

し

た
デ
ザ
イ
ン
。
多た

様よ
う

な
日に

っ

系け
い

人じ
ん

を
結む

す

び
つ
け
る
の
は
「
移い

民み
ん

の
歴れ

き

史し

」
で
あ
る
と
し
て
、

「
歴れ

き

史し

」
を
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

し
た
本ほ

ん

の

形か
た
ちを
翼つ

ば
さ
の
形か

た
ち
と
組く

み

合あ
わ

せ
て
い

る
。
鶴つ

る

が
左

ひ
だ
り

側が
わ

を
向む

い
て
い

る
理り

由ゆ
う

は
、
太た

い

陽よ
う

が
昇の

ぼ

る
東

ひ
が
し

（
右み

ぎ

）
か
ら
西に

し

に
向む

か
っ
て
飛と

ぶ
様さ

ま

を
、
日に

本ほ
ん

か
ら
世せ

界か
い

各か
っ

国こ
く

へ
移い

住じ
ゅ
うし
た
日に

っ

系け
い

人じ
ん

を
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

し
て
い
る
と
い
う
。

骨こ
つ

髄ず
い

異い

形け
い

成せ
い

症し
ょ
う

候こ
う

群ぐ
ん

と
い
う

珍め
ず
らし
い
癌が

ん

が
見み

つ
か
っ
て
い
た

と
い
う
。

　

大お
お

竹た
け

さ
ん
は
１
９
６
０
年ね

ん

に
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う

立り
つ

総そ
う

合ご
う

大だ
い

学が
く

（
Ｕ
Ｓ
Ｐ
）
の
建け

ん

築ち
く

都と

市し

計け
い

画か
く

学が
っ

科か

を
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う。
翌よ

く

年と
し

６
１
年ね

ん

に
聖せ

い

市し

で
事じ

務む

所し
ょ

を

立た

ち
上あ

げ
て
住

じ
ゅ
う

宅た
く

や
商

し
ょ
う

業ぎ
ょ
う

施し

設せ
つ

な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
設せ

っ

計け
い

を
担に

な
っ
て
き
た
。

　

聖せ
い

市し

内な
い

の
「
ホ
テ
ル
・
ユ

ニ
ー
ク
」「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」

な
ど
の
建た

て

物も
の

が
特と

く

に
有ゆ

う

名め
い

だ

が
、
他ほ

か

に
も
チ
エ
テ
エ
コ
ロ
ジ

カ
ル
パ
ー
ク
、
大お

お

竹た
け

富と
み

江え

研け
ん

究き
ゅ
う

所じ
ょ

、
サ
コ
マ
ン
区く

の
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
等な

ど

も
手て

が
け
る
。

　

日に

本ほ
ん

で
は
駐

ち
ゅ
う

日に
ち

ブ
ラ
ジ
ル

大た
い

使し

館か
ん

の
設せ

っ

計け
い

も
手て

が
け
、

２
０
１
８
年ね

ん

に
は
「
平へ

い

成せ
い

３
０
年ね

ん

春は
る

の
叙じ

ょ

勲く
ん

」
で
旭き

ょ
く
じ
つ日

小し
ょ
う

綬じ
ゅ

章し
ょ
うを
受じ

ゅ

章し
ょ
う。
同ど

う

年ね
ん

時じ

越
えっ

冬
とう

後
ご

に実
み

を結
むす

ぶゴーヤ

記
き

者
しゃ

コラム

疑ぎ

応お
う

答と
う

が
行お

こ
な

わ

れ
「
日に

っ

本ぽ
ん

生う

ま

れ
の
二に

・
三さ

ん

世せ
い

が
育そ

だ

っ
て
い
る

が
、
国こ

く

内な
い

で
の

同ど
う

国こ
く

籍せ
き

や
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
の
結け

っ

婚こ
ん

は

出で

て
き
て
い
る
か
」

点て
ん

で
４
０
０
を
超こ

え
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
手て

が
け
て
い
た
。

　

大お
お

竹た
け

さ
ん
が
亡な

く
な
っ
た

同ど
う

日じ
つ

に
は
ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア

州し
ゅ
う

知ち

事じ

も
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
そ

の
死し

を
悼い

た

み
、「
母は

は

の
大お

お

竹た
け

富と
み

江え

が
芸げ

い

術じ
ゅ
つ

面め
ん

で
優す

ぐ

れ
て
い
た

よ
う
に
、
息む

す

子こ

は
建け

ん

築ち
く

面め
ん

で
優す

ぐ

れ
て
い
た
。
２
人り

と
も
ブ

ラ
ジ
ル
文ぶ

ん

化か

や
価か

値ち

観か
ん

に
多た

大だ
い

な
貢こ

う

献け
ん

を
し
た
」
と
生せ

い

前ぜ
ん

の
貢こ

う

献け
ん

を
称た

た

え
た
。

選え
ら

ば
れ
た
国こ

く

際さ
い

日に
っ

系け
い

デ
ー
の
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン

す
」
と
コ

メ
ン
ト
を

寄よ

せ
た
。

　

茂も
て

木ぎ

外が
い

務む

大だ
い

臣じ
ん

は

今こ

年と
し

開か
い

催さ
い

さ
れ
た
オ

リ
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ

ク
で
日に

本ほ
ん

に
ル
ー
ツ

を
持も

つ
海か

い

外が
い

選せ
ん

手し
ゅ

も

（上
じょう

）

れ
ば
と
思お

も

い
ま
す
」
と
国こ

く

外が
い

の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

と
の
交こ

う

流り
ゅ
う・
協

き
ょ
う

力
り
ょ
く

事じ

業ぎ
ょ
うを
進す

す

め
て
い
き
た
い
と
い

う
方ほ

う

針し
ん

も
示し

め

し
た
。

　

秋あ
き

篠し
の
の

宮み
や

皇こ
う

嗣し

殿で
ん

下か

の
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、
世せ

界か
い

の

込ご

み
を
語か

た
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍か

に

触ふ

れ
「
各か

っ

国こ
く

で
苦く

労ろ
う

を
重か

さ

ね

て
い
る
と
思お

も

い
ま
す
。
国こ

っ

境
き
ょ
う

を
こ
え
私

わ
た
し

達た
ち

が
力ち

か
ら
を
合あ

わ
せ

る
事こ

と

で
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
魂

た
ま
し
いを
見み

せ
、
共と

も

に
乗の

り
越こ

え
て
行い

け

　

平ひ
ら

井い

会か
い

長ち
ょ
うは
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

や

出し
ゅ
つ

演え
ん

者し
ゃ

に
感か

ん

謝し
ゃ

を
述の

べ
た
あ

と
、「
今こ

ん

後ご

も
外が

い

国こ
く

で
頑が

ん

張ば

っ
て
い
る
皆み

な

様さ
ま

と
日に

本ほ
ん

の
懸か

け
橋は

し

を
結む

す

ん
で
参ま

い

り
た
い
と

思お
も

っ
て
お
り
ま
す
」
と
意い

気き

　

日に
っ

系け
い

画が

家か

・
故こ

大お
お

竹た
け

富と
み

江え

の
息む

す

子こ

に
し
て
、
有ゆ

う

名め
い

建け
ん

築ち
く

家か

の
大お

お

竹た
け

マ
サ
シ
・
ル
イ
さ
ん

が
１
１
月が

つ

２
７
日に

ち

、
聖せ

い

市し

内な
い

マ
ウ
リ
街が

い

の
ア
パ
ー
ト
で
亡な

く

な
っ
た
。
享

き
ょ
う

年ね
ん

８
３
歳さ

い

。
葬そ

う

儀ぎ

は
親し

ん

族ぞ
く

の
み
で
行お

こ
な

わ
れ
、

同ど
う

日じ
つ

１
７
時じ

に
ホ
ル
ト
・
ダ
・

パ
ズ
で
火か

葬そ
う

さ
れ
た
。
大お

お

竹た
け

さ
ん
は
約や

く

４
カ
月げ

つ

ほ
ど
前ま

え

に

大お
お

竹た
け

マ
サ
シ 

・
ル
イ
さ
ん

日に
っ

系け
い

建け
ん

築ち
く

家か
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小
斎 

棹
子 

選

サ
ン
パ
ウ
ロ　

原
は
る
え

花
の
名
を
お
ぼ
え
し
句
会
遠
き
夏

句
心
も
薄
れ
て
淋
し
夏
深
し

花
な
ら
ぶ
恩
師
の
姿
夏
深
し

　

○
平
凡
に
見
え
て
こ
の
一
句
は
懐
か
し
い
こ
と
へ
の

悲
し
み
を
持
っ
た
作
品
で
す
。
大
き
な
バ
ケ
ツ
に
季
節

の
花
々
を
持
っ
て
い
ら
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
机
に
並
べ
て

下
さ
っ
た
ま
さ
に
瞳
先
生
の
句
会
は
花
の
句
会
で
し
た
。

そ
ん
な
例
会
の
中
で
花
の
名
を
少
し
づ
つ
覚
え
て
行
っ

た
と
詠
い
、
初
心
の
頃
を
素
直
に
自
分
の
言
葉
で
伝
え

た
一
句
で
す
。

　

季
語
は
「
遠
き
夏
」
俳
句
の
世
界
を
知
り
始
め
た
頃

が
身
近
に
浮
ん
で
く
る
の
で
し
ょ
う
。
奥
行
き
を
持
っ

て
立
派
で
す
。
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

サ
ン
パ
ウ
ロ　

西
谷
律
子

墓
参
告
げ
た
き
知
ら
せ
胸
に
抱
き

印
な
き
一
年
間
の
古
暦

ハ
ン
モ
ッ
ク
に
揺
ら
れ
湖
一
望
に

　

○
九
十
九
才
で
５
年
前
に
亡
く
な
っ
た
母
上
へ
の
墓

参
り
の
一
句
で
す
。
胸
に
抱
い
て
い
る
の
は
花
ば
か
り

で
は
な
く
、
き
っ
と
喜
ん
で
貰
え
る
は
ず
の
知
ら
せ
も

抱
い
て
い
る
の
だ
と
詠
っ
て
、
読
者
に
ま
で
も
そ
の
知

ら
せ
が
伝
わ
っ
て
来
る
様
な
ふ
く
よ
か
な
楽
し
い
作
品

に
な
り
ま
し
た
。

　

告
げ
た
と
き
知
ら
せ
と
詠
い
作
者
の
は
っ
き
り
と
し

た
意
識
が
表
現
の
中
に
溶
け
て
喜
び
が
浮
び
上
り
味
の

あ
る
情
感
の
秀
詠
に
な
り
ま
し
た
。

サ
ン
パ
ウ
ロ　

岩
崎
る
り
か

コ
ロ
ナ
禍
の
悲
し
み
の
灯
も
ク
リ
ス
マ
ス

せ
め
て
も
と
良
い
ワ
イ
ン
買
い
年
用
意

コ
ロ
ナ
禍
に
汗
の
若
人
蛇
行
し
て

　

○
コ
ロ
ナ
禍
の
自
粛
の
才
月
も
二
年
目
を
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
が
、
先
行
き
の
見
え
な
い
暗
く
不
安
な

日
々
に
慣
れ
る
事
は
な
く
明
る
く
幸
せ
な
は
ず
の
ク
リ

ス
マ
ス
の
灯
も
悲
し
い
コ
ロ
ナ
禍
の
灯
に
な
る
の
だ
ろ

う
か
と
詠
い
哀
感
の
た
だ
よ
う
作
品
に
な
り
ま
し
た
。

マ
ナ
ウ
ス　

東
マ
サ
エ

河
船
の
吊
床
に
揺
れ
移
民
せ
し

な
ま
け
も
の
ゆ
る
り
似
通
う
我
も
か
な

夏
木
立
手
拭
い
肩
に
緑
仰
ぐ

　

○
こ
の
句
を
読
ん
で
い
る
と
オ
ラ
ン
ダ
船
で
六
十
年

前
サ
ン
ト
ス
港
に
着
い
た
吾
々
を
サ
ン
パ
ウ
ロ
移
民
は

下
船
し
て
ア
マ
ゾ
ン
移
民
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
花
嫁
移
民

は
更
に
サ
ン
ト
ス
港
を
離
れ
旅
立
っ
て
行
か
れ
ま
し
た
。

ア
マ
ゾ
ン
へ
は
河
船
に
乗
り
替
え
て
揺
れ
る
吊
り
床
で

目
的
地
に
向
か
っ
た
と
詠
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
揺
れ
る
吊
り
床
」
は
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
共
感

の
作
品
で
す
。

イ
タ
ケ
ー
ラ　

西
森
ゆ
り
え

衝
撃
の
日
語
廃
刊
春
寒
し

夏
近
し
約
束
し
っ
か
り
出
来
ぬ
ま
ま

子
の
誘
い
受
け
て
嬉
し
い
髪
洗
う

　

○
紙
上
に
十
二
月
十
八
で
廃
刊
と
の
記
事
を
読
み

唯
々
衝
撃
を
受
け
た
と
詠
っ
た
一
句
で
す
。
毎
朝
新
聞

を
読
め
た
日
常
が
な
く
な
る
、
新
し
い
新
聞
が
発
刊
さ

れ
る
と
解
っ
て
い
て
も
「
ニ
ッ
ケ
イ
新
聞
」
に
寄
せ
る

読
者
の
思
い
は
一
入
で
し
ょ
う
。
永
い
年
月
移
民
と
共

に
歩
ん
で
く
れ
た
ニ
ッ
ケ
イ
と
言
う
新
聞
に
唯
々
感
謝

あ
る
の
み
で
す
。
こ
う
し
て
終
っ
て
行
く
コ
ロ
ニ
ア
と

言
う
社
会
の
殿
（
し
ん
が
り
）
と
し
て
生
き
た
事
も
又

感
慨
無
量
で
す
。

　

春
寒
し
が
動
か
な
い
結
句
に
な
り
ま
し
た
。

サ
ン
パ
ウ
ロ　

児
玉
和
代

回
顧
て
ふ
安
ら
ぐ
一
刻
墓
洗
ふ

コ
ロ
ナ
禍
の
重
た
き
空
よ
夏
を
待
つ

春
愁
や
チ
ク
チ
ク
刺
さ
る
カ
タ
カ
ナ
語

サ
ン
パ
ウ
ロ　

西
山
ひ
ろ
子

杖
と
な
る
母
似
の
娘
羅
衣

一
途
て
ふ
齢
も
過
ぎ
て
月
涼

更
衣
し
て
も
身
の
内
軽
か
ら
ず

サ
ン
パ
ウ
ロ　

武
田
知
子

呼
び
寄
せ
て
虹
の
彼
方
へ
夫
は
逝
き

う
な
が
せ
る
目
覚
め
誘
ふ
か
初
夏
の
風

昭
和
史
も
彼
方
夏
空
ど
こ
ま
で
もサ

ン
パ
ウ
ロ　

山
田
か
お
る

舞
踊
の
師
め
で
た
や
卒
寿
春
の
宴

初
夏
の
旅
山
な
き
川
な
き
ノ
ロ
エ
ス
テ

夏
に
入
り
編
物
も
飽
き
マ
ス
ク
縫
う

サ
ン
パ
ウ
ロ　

玉
田
千
代
美

朝
顔
に
母
い
る
如
く
語
り
か
け

バ
ラ
の
蕾
固
き
秘
密
の
あ
る
如
し

髪
切
っ
て
老
い
の
行
方
替
え
て
み
る

サ
ン
パ
ウ
ロ　

日
野
隆

虫
の
音
が
聞
こ
え
は
じ
め
て
秋
近
し

草
原
を
な
で
る
洋
服
風
薫
る

湧
く
水
に
喉
を
潤
す
夏
登
山

サ
ン
パ
ウ
ロ　

大
塩
佳
子

コ
ロ
ナ
禍
は
世
動
か
し
変
え
年
は
行
く

老
夫
婦
あ
ち
こ
ち
痛
む
と
年
暮
る
る

災
い
に
恵
み
も
受
け
て
年
は
行
く

リ
ベ
ロ
ン
・
ピ
ー
レ
ス　

西
川
あ
け
み

若
者
や
バ
ケ
ツ
に
箒
墓
洗
う

花
出
荷
動
き
の
始
む
十
一
月

白
鷺
や
首
を
伸
ば
し
て
池
の
端

リ
ベ
ロ
ン
・
ピ
ー
レ
ス　

中
馬
和
子

食
べ
飽
き
て
庭
の
ジ
ロ
ー
は
皆
真
赤

若
者
の
自
転
車
通
勤
初
夏
の
風

家
族
名
和
語
で
彫
ら
れ
し
墓
洗
う

リ
ベ
ロ
ン
・
ピ
ー
レ
ス　

山
城
み
ど
り

駆
け
足
で
三
ヶ
所
廻
る
墓
参

草
餅
や
義
母
が
遺
せ
し
蒸
し
器
鍋

葉
を
広
げ
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
る
春
ウ
コ
ン

サ
ン
パ
ウ
ロ　

平
間
浩
二

病
得
て
ホ
句
の
深
さ
や
年
惜
し
む

手
の
痺
れ
み
み
ず
書
き
し
て
日
記
果
つ

夢
の
中
自
由
に
泳
げ
る
昼
寝
か
な

サ
ン
パ
ウ
ロ　

太
田
英
夫

口
開
け
て
昼
寝
の
妻
の
大
い
び
き

放
っ
て
お
け
ボ
ケ
て
い
る
の
だ
迷
い
蝿

脱
ぎ
し
靴
う
っ
か
り
仕
舞
う
冷
蔵
庫サ

ン
パ
ウ
ロ　

田
尻
瑞
穂

寒
い
夏
背
中
の
た
め
い
き
今
日
も
ま
た

雨
あ
と
の
涼
気
や
ほ
っ
と
夏
笑
う

夏
の
宵
夢
も
や
も
や
と
漂
え
る

■
第
十
六
回
「
か
ず
ま
忌
」

　

第
十
六
回
「
か
ず
ま
忌
」
に
、
多
く
の
追
悼
句
を

お
寄
せ
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍

の
真
っ
只
中
で
何
も
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
祥
月
命
日

十
二
月
十
六
日
で
す
。

　

蜂
鳥
誌
友
、
句
会
の
方
々
、
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
方

へ
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
今
後
と
も
皆
様
の
ご

健
康
と
、い
っ
そ
う
の
ご
精
進
を
お
祈
り
す
る
次
第
で
す
。

                                       

蜂
鳥
主
宰　

富
重
久
子

各
自
一
句
（
順
不
同
）

数
多
句
友
逝
き
て
惜
別
か
ず
ま
の
忌      

吉
田
し
の
ぶ

ハ
ン
チ
ン
グ
遺
影
姿
の
か
ず
ま
の
忌           

平
間
浩
二

新
し
き
出
会
ひ
も
あ
り
て
忘
年
会            

鈴
木
文
子

師
の
偉
業
偲
ぶ
よ
す
が
の
師
走
か
な         

富
岡
絹
子

薄
れ
ゆ
く
記
憶
を
手
探
り
か
ず
ま
の
忌      

井
上
人
栄

コ
ロ
ナ
禍
に
集
い
も
な
ら
ず
か
ず
ま
の
忌        

山
端
嵩

飛
行
機
雲
思
ひ
は
る
か
に
か
ず
ま
の
忌      

山
畑
泰
子

わ
き
出
づ
る
一
句
を
し
か
と
か
ず
ま
の
忌        

伊
那
宏

新
聞
の
廃
刊
記
事
や
か
ず
ま
忌
に            

山
岡
秋
雄

蜂
鳥
の
群
れ
し
花
園
か
ず
ま
の
忌             

那
須
千
草

残
さ
れ
し
紡
ぐ
世
代
や
か
ず
ま
の
忌         

小
松
八
景

年
々
に
不
義
理
重
ね
て
年
の
暮            
須
賀
吐
句
志

コ
ロ
ナ
禍
に
心
寄
せ
合
ふ
か
ず
ま
の
忌       
林
と
み
代

■
「
塔
」
歌
会
（
一
二
月
）

ま
だ
渋
い
柿
の
熟
れ
る
を
待
ち
お
ら
ん

小
鳥
の
数
羽
枝
に
来
て
い
る　
　
　
　

滝
谷
ひ
さ
子

遺
稿　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塔
　
歌
会
会
員
一
同

遺
さ
れ
し
歌
の
ペ
ー
ジ
を
繰
り
な
が
ら

こ
と
ば
の
ま
に
ま
に
人
柄
し
の
ぶ              

後
藤
弥
生

か
ぎ
裂
き
の
都
会
の
そ
ら
は
小
さ
く
も

白
雲
の
間
に
碧
空
の
み
え                   

五
木
田
洋
子

ゆ
れ
ゆ
れ
て
夫
の
干
し
た
る
濯
ぎ
も
の

桔
梗
に
あ
た
り
庭
へ
と
急
ぐ                        

流
千
里

火
炎
樹
は
は
や
萌
え
立
ち
ぬ
暁
を

枝
の
は
ざ
ま
に
蒼
く
透
か
せ
て　
　
　
　
　

山
川
知
子

ひ
ょ
ろ
ろ
ん
と
の
び
た
樹
の
先
赤
茶
け
て

コ
ロ
ナ
に
負
け
た
か
実
も
つ
け
忘
れ           

岡
野
く
に

土
俵
の
上
（
え
）
に
な
ら
ぶ
力
士
を
隠
れ
見
る

白
鵬
の
瞳
の
光
い
る
な
り                          

山
上
元

降
誕
を
祝
う
季
節
の
め
ぐ
り
来
て

巷
が
急
に
か
し
ま
し
く
な
る                

三
好
弥
栄
子

つ
ら
ぬ
き
し
決
意
を
胸
に
結
婚
し

皇
女
は
ゆ
き
ぬ
明
日
を
信
じ
て                

山
本
康
子

あ
り
が
と
う
こ
の
一
言
を
い
い
た
く
て

夫
の
墓
地
を
三
度
訪
ね
る                    

い
つ
き
紫
煙

ゆ
く
春
に
花
散
ら
し
い
る
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ

ひ
ら
り
と
ひ
と
つ
ふ
わ
り
と
ふ
た
つ            

野
口
民
恵

そ
う
な
の
か
お
前
だ
っ
た
か
ス
イ
ト
ピ
ー

朝
な
夕
な
に
漂
う
香
り
は                          

沼
寛
子

割
り
ば
し
を
支
え
に
立
ち
し
一
本
の

小
さ
く
膨
ら
む
桔
梗
の
つ
ぼ
み                    

三
茄
女

許
す
べ
き
か
さ
に
あ
ら
ざ
る
か
胸
に
問
い

小
石
け
り
け
り
足
元
に
問
う                      

夏
笑
子

お
隣
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
翁
五
ℓ
の

オ
リ
ー
ブ
油
を
今
日
も
下
げ
く
る　
　
　
　
　

武
井
貢

横
文
字
を
漢
字
に
訳
せ
と
笑
み
て
い
う

入
墨
す
る
と
白
き
や
わ
肌                      

神
林
義
明

苦
し
ま
ず
彼
の
人
は
逝
き
苦
し
ん
で

あ
の
人
逝
き
ぬ
樹
木
に
枝
あ
り                

滝
友
梨
香

「
塔
」
歌
会
記

　

詠
の
事
実　

映
像
の
歌　

結
句
の
力

　

嘘
か
ら
出
た
ま
こ
と

                   

―
―
事
実
し
か
歌
っ
て
は
い
け
な
い
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

作
歌
の
ヒ
ン
ト
よ
り

　

文
学
の
世
界
に
あ
っ
て
は
、
意
識
的
に
あ
る
い
は
無
意
識
の

う
ち
に「
嘘
」が
表
現
の
な
か
に
紛
れ
込
ん
で
い
ま
す
。
以
前（
前

衛
短
歌
の
時
代
）
は
、
虚
と
実
、あ
る
い
は
事
実
と
虚
構
と
い
っ

た
対
立
す
る
概
念
と
し
て
論
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、今
回
は
「
嘘
」

を
も
う
少
し
や
さ
し
く
、
ち
ょ
っ
と
あ
や
う
く
使
っ
て
い
る
例
を

見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
第
五
回
Ｅ
歌
会

文
明
の
光
と
ど
か
ぬ
僻
地
に
も

襲
い
掛
か
り
ぬ
は
や
り
病
は                   

山
畑
實
嵩

知
っ
て
ま
す
か
牛
は
げ
っ
ぷ
の
メ
タ
ン
ガ
ス

吐
い
て
周
り
を
惑
わ
せ
る
な
ど            

竹
西
野
々
花

歳
重
ね
再
読
す
れ
ば
こ
れ
如
何
に

新
た
な
知
恵
を
理
解
し
に
け
り                

中
川
文
夫

コ
ロ
ニ
ア
は
老
害
お
お
し
わ
れ
八
十
路

ダ
ン
マ
リ
決
め
て
犬
と
た
わ
む
る                     

花
音

コ
ロ
ナ
禍
に
職
を
な
く
せ
し
人
な
る
か

昔
な
が
ら
の
手
口
で
詐
欺
を                   

里
見
冨
子

日
本
に
帰
国
し
た
と
は
ブ
ラ
ジ
ル
に

見
切
り
を
つ
け
た
こ
と
か
一
家
は              

雪
村
幸
雄

仰
臥
し
て
草
生
に
憩
う
少
年
の

か
た
え
に
靴
の
磨
き
箱
ひ
と
つ                 

久
保
尚
子

顔
み
せ
ず
本
名
も
出
さ
ず
歌
つ
く
る

乾
季
の
雨
よ
学
は
良
か
り                      

川
崎
将
之

車
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
の
人
な
る
が

彼
は
迷
え
る
子
ら
を
導
く                      

殿
田
雄
介

う
ら
に
わ
で
餌
を
つ
い
ば
む
肥
え
た
ハ
ト

眼
を
合
わ
せ
て
も
知
ら
ん
ぷ
り
だ
よ              

そ
の
だ

張
り
合
っ
た
あ
い
つ
が
逝
き
て
背
を
ま
げ
た

わ
れ
に
老
け
た
と
妻
が
い
う
な
り             

須
田
三
矢

早
朝
の
渚
を
ゆ
け
ば
先
着
の

人
の
足
跡
未
来
へつ
づ
く                        

栗
林
洋
子

降
り
や
ん
で
樹
木
に
真
向
か
い
聞
い
て
い
る

一
樹
一
樹
の
こ
と
な
る
こ
と
ば                  

滝
友
梨
香

Ｅ 

歌
会
記

　

久
保
尚
子
さ
ん
か
ら
滝
友
梨
香
は
短
歌
の
本
質
を
知

ら
な
い
と
ご
指
摘
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
う
言
わ
れ
て
み

る
と
、
確
か
に
短
歌
の
本
質
を
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
短
歌
を
始
め
た
の
も
、
そ
の
と
き
の
私

の
琴
線
に
ふ
れ
、
感
動
さ
せ
ら
れ
た
数
首
の
表
現
の
影

響
に
よ
り
ま
す
し
、
次
々
日
本
よ
り
送
ら
れ
る
有
名
無

名
の
方
々
の
歌
集
や
歌
誌
、
は
た
ま
た
岩
波
国
語
辞
典

な
ど
三
百
冊
余
に
よ
り
学
び
、
そ
の
中
か
ら
近
代
短
歌
、

現
在
短
歌
を
知
り
、
短
歌
の
本
質
に
触
れ
た
と
思
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
三
一
年
の
歌
歴
で
す
。

　

本
部
「
塔
」
か
ら
は
海
外
在
住
だ
か
ら
と
と
い
っ
て

甘
や
か
す
こ
と
な
く
、厳
し
い
指
導
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

毎
月
送
る
十
首
の
歌
は
拙
い
出
来
で
す
が
、
そ
れ
で
も

本
部
の
最
高
部
に
入
れ
て
頂
き
、
学
ん
で
お
り
ま
す
。

　

短
歌
の
本
質
と
い
う
言
葉
さ
え
知
ら
ず
意
識
せ
ず

三
一
年
続
け
ま
し
た
が
今
回
、
久
保
尚
子
さ
ん
に
指
摘

さ
れ
目
覚
め
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
の
た
め
歌
会
も
開
け
ず
、
滅
び
つ
つ
あ
る
コ
ロ

ニ
ア
短
歌
界
に
多
少
と
も
役
立
て
ば
と
目
的
で
起
こ
し

た
Ｅ
歌
会
で
す
が
、
私
の
歌
歴
、
こ
の
よ
う
な
知
識
の

な
さ
で
も
付
い
て
来
て
下
さ
る
方
は
ご
参
加
を
、
そ
う
で

な
い
方
は
思
い
の
ま
ま
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

人
は
全
て
自
身
の
顔
は
鏡
に
映
さ
な
け
れ
ば
見
え
な

い
哀
し
い
も
の
で
す
。
鏡
に
な
っ
て
下
さ
っ
た
久
保
尚
子

さ
ん
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。　

Ｅ
歌
会
連
絡

先
＝takiyurika@

yahoo.co.jp

（３） ２０２１（令和三）年第５８６８号  １２月 ２日 （木曜日）

サ
ン
パ
ウ
ロ　

山
本
郁
香

墨
塗
っ
て
ふ
ざ
け
合
ふ
児
等
授
業
納
め

蟻
の
道
せ
わ
し
く
な
り
ぬ
年
の
暮

我
が
庭
に
俄
（
に
わ
か
）
作
り
の
雀
の
巣

サ
ン
パ
ウ
ロ　

三
宅
珠
美

草
む
し
る
無
我
の
境
地
や
風
薫
る

い
れ
ず
み
の
闊
歩
す
る
街
半
ズ
ボ
ン

パ
ン
デ
ミ
ア
御
無
沙
汰
つ
づ
き
の
墓
参

サ
ン
パ
ウ
ロ　

坂
野
不
二
子

雨
ほ
っ
し
の
願
い
む
な
し
や
日
照
干

君
の
言
ふ
君
は
ま
だ
ま
だ
青
リ
ン
ゴ

短
夜
や
夢
み
る
ひ
ま
も
な
き
こ
こ
ち

ソ
ロ
カ
バ　

前
田
昌
弘

紫
陽
花
の
毬
の
揃
い
て
五
十
ほ
ど

紫
陽
花
を
蟻
が
這
ひ
蜂
が
よ
り

汝
が
狭
庭
我
が
物
顔
に
七
変
化

久
米
島　

矢
崎
愛

も
く
も
く
と
遊
ぶ
三
女
や
秋
の
海

秋
の
海
小
さ
な
兄
は
心
配
性

波
光
り
逃
げ
出
す
一
歳
秋
う
ら
ら

サ
ン
パ
ウ
ロ　

大
野
一
歩

マ
ク
ン
バ
の
首
な
き
鶏
や
明
急
ぐ

夏
草
に
埋
も
れ
錆
び
ゆ
く
三
輪
車

干
し
た
て
の
真
白
き
シ
ー
ツ
風
薫
るサ

ン
パ
ウ
ロ　

広
瀬
芳
山

朝
曇
り
箱
を
並
べ
て
靴
手
入
れ

明
け
易
し
部
屋
に
飛
び
交
ふ
着
信
音

薫
風
や
三
年
越
し
の
謎
解
け
り

ア
リ
ア
ン
サ　

湯
葉
子

十
人
前
寿
司
桶
ま
る
く
帰
国
の
宴

姉
補
助
輪
弟
三
輪
風
薫
る

さ
さ
く
れ
の
居
座
る
小
指
朝
曇
り

サ
ン
パ
ウ
ロ　

宮
川
み
や

人
垣
の
中
に
手
品
師
風
薫
る

植
木
屋
に
茶
を
出
す
主
人
風
薫
る

持
ち
寄
り
の
小
紋
風
呂
敷
絵
巻
き
寿
司

サ
ン
パ
ウ
ロ　

ク
ボ
一
光

は
ま
な
す
や
な
ら
ぶ
野
も
山
も
真
っ
平
ら

夏
風
や
大
空
わ
た
る
君
が
い
る

コ
ロ
ニ
ア
の
催
し
物
ぞ
五
目
鮓

サ
ン
パ
ウ
ロ　

永
田
乃
里
子

蜘
蛛
の
茶
屋
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
に
ガ
ロ
ア
映
ゆ

枝
ふ
う
り
ん
遊
び
せ
む
と
や
鳥
の
こ
ゑ

ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス　

秋
山
郁
美

４
０
～
４
０
の
際
ど
い
ア
ウ
ト
風
薫
る

朝
曇
刈
り
上
げ
撫
で
て
顔
撫
で
て

ラ
プ
ラ
タ
の
一
隅
に
蜘
蛛
巣
を
か
け
りマ

ナ
ウ
ス　

宿
利
嵐
舟

遠
く
聞
く
谷
の
瀬
音
や
夏
木
立

星
数
え
宇
宙
に
眠
る
ハ
ン
モ
ッ
ク

夏
木
蔭
憩
う
双
子
の
乳
母
車

マ
ナ
ウ
ス　

村
上
す
み
え

幼
な
き
子
抱
き
し
難
民
夏
木
陰

吊
床
に
揺
ら
れ
上
り
し
ア
マ
ゾ
ン
河

開
拓
時
お
や
つ
時
間
の
夏
木
蔭

マ
ナ
ウ
ス　

野
沢
須
賀
子

一
万
歩
一
息
つ
く
や
夏
木
蔭

大
河
航
く
吊
り
床
で
寝
る
船
の
旅

ハ
ン
モ
ッ
ク
揺
ら
れ
寝
る
子
に
子
守
唄

マ
ナ
ウ
ス　

渋
谷
雅

移
住
地
の
昼
餉
を
囲
む
夏
木
陰

夏
木
立
一
面
広
が
る
緑
の
香

河
舟
の
気
に
な
る
と
な
り
ハ
ン
モ
ッ
ク

マ
ナ
ウ
ス　

橋
本
美
代
子

抱
き
つ
い
て
気
を
い
た
だ
き
ぬ
夏
大
樹

吊
床
に
身
を
乗
り
出
せ
ば
転
覆
す

塊
と
化
す
雨
の
樹
上
の
な
ま
け
も
のマ

ナ
ウ
ス　

丸
岡
す
み
子

夏
木
立
大
地
は
赤
く
空
碧
く

ハ
ン
モ
ッ
ク
吊
る
も
た
た
む
も
上
手
き
夫

夏
木
蔭
思
い
思
い
の
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

マ
ナ
ウ
ス　

錦
戸
み
ど
り

ハ
ン
モ
ッ
ク
初
の
思
い
出
移
民
船

ア
マ
ゾ
ン
で
バ
ス
待
つ
人
の
夏
木
蔭

吊
り
床
や
揺
れ
て
楽
し
む
猿
寝
床

マ
ナ
ウ
ス　

朝
倉
晴
美

夏
木
立
誕
生
日
の
子
ふ
た
り
い
て

空
き
部
屋
の
ハ
ン
モ
ッ
ク
誰
を
待
つ

学
園
の
お
客
様
は
ナ
マ
ケ
モ
ノマ

ナ
ウ
ス　

内
ヶ
崎
留
知
亜

ハ
ン
モ
ッ
ク
う
た
た
寝
夢
は
幼
き
日

青
き
空
天
に
伸
び
す
る
夏
木
立

渋
滞
の
先
に
横
切
る
ナ
マ
ケ
モ
ノ

サ
ン
パ
ウ
ロ　

小
斎
棹
子

大
丈
夫
と
息
子
へ
答
え
朧
の
夜

春
愁
や
二
つ
違
い
の
姉
の
病
む

ダ
ン
デ
ィ
な
面
影
偲
び
か
ず
ま
の
忌           

三
宅
昭
子

瞬
く
間
に
月
日
は
流
れ
か
ず
ま
の
忌       

佐
藤
け
い
子

身
に
余
る
句
評
忘
れ
ぢ
か
ず
ま
の
忌      

田
中
美
智
子

青
葉
揺
れ
温
き
眼
差
し
か
ず
ま
の
忌         

伊
藤
智
恵

あ
た
た
か
き
句
評
は
胸
に
か
ず
ま
の
忌      

畔
柳
道
子

巡
り
く
る
句
友
の
集
ひ
か
ず
ま
の
忌       

上
田
ゆ
づ
り

早
と
い
ふ
思
ひ
し
み
じ
み
か
ず
ま
の
忌    

畠
山
て
る
え

あ
き
ぞ
ら
に
青
あ
ぢ
さ
ゐ
か
ず
ま
の
忌       

森
川
玲
子

か
ず
ま
忌
や
思
ひ
は
遠
き
句
会
の
日         

渋
江
安
子

来
し
方
を
語
る
師
の
笑
み
か
ず
ま
の
忌      

建
本
芳
枝

か
ず
ま
忌
や
我
ら
の
誇
り
奥
深
き         

山
本
英
峯
子

か
ず
ま
忌
や
句
評
の
声
色
な
つ
か
し
き   

馬
場
園
か
ね

コ
ロ
ナ
禍
の
二
度
目
の
夏
を
か
ず
ま
の
忌  

串
間
い
つ
え

か
ず
ま
忌
の
朝
開
き
た
る
薔
薇
一
輪      

須
貝
美
代
香

耳
朶
に
残
る
優
し
き
声
音
か
ず
ま
の
忌      

篠
崎
路
子

帰
ら
ざ
る
故
に
忘
れ
ず
か
ず
ま
の
忌         

小
齋
棹
子

見
上
げ
れ
ば
い
つ
も
笑
顔
か
ず
ま
の
忌       

富
重
久
子

秋
風
に
厭
さ
さ
る
鐵
扉
ぢ
り
ぢ
り
と

晩
年
の
父
が
わ
れ
に
ち
か
づ
く                

塚
本
邦
雄

　

塚
本
邦
雄
は
前
衛
短
歌
の
強
力
な
推
進
者
と
し
て
、
近
代

短
歌
に
否
を
突
き
つ
け
た
巨
人
で
し
た
。
そ
の
戦
略
の
ひ
と
つ

と
し
て
短
歌
に
虚
構
を
持
ち
込
み
ま
し
た
。

　

鉄
の
扉
が
秋
風
に
影
響
を
受
け
る
は
ず
は
な
い
。
塚
本
の
父

は
塚
本
が
生
ま
れ
て
百
日
目
に
死
ん
だ
た
め
に
晩
年
の
姿
な
ど

全
く
知
ら
な
い
。

　

お
そ
ろ
し
く
事
実
め
か
し
た
作
品
の
た
め
、
誰
一
人
疑
う
人

が
い
な
い
。「
わ
れ
」
と
一
人
称
で
歌
っ
て
い
る
か
ら
実
生
活
の

上
で
も
こ
の
通
り
と
思
わ
せ
て
く
る
。
心
の
中
の
思
い
と
言
え

な
く
も
無
い
…
。

　

嘘
の
表
現
だ
か
ら
こ
そ
は
じ
め
て
見
え
て
く
る
事
実
も
時
と

し
て
あ
る
の
で
す
。

海
鳥
は
油
に
ま
み
れ
生
き
て
い
る

映
像
に
幾
度
も
一
羽
の
ア
ッ
プ

住
居
変
え
ぬ
水
鳥
悲
し
打
ち
萎
え

原
油
の
海
に
な
お
潜
り
ゆ
く

放
出
の
原
油
に
ま
み
れ
海
鳥
の

よ
た
よ
た
歩
む
ペ
ル
シ
ャ
湾
岸　

　
一
時
期
、
こ
ん
な
歌
が
わ
ん
さ
と
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。「
ま
さ
に

こ
れ
を
見
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
映
像
を
も
と
に
し
た
歌
は
、
実

は
誰
が
作
っ
て
も
同
じ
歌
に
し
か
な
ら
な
い
の
で
す
。
テ
レ
ビ
の

映
像
を
見
て
歌
を
作
る
と
い
う
こ
と
の
難
し
さ
が
わ
か
り
ま
す
。

　

映
像
は
視
聴
者
に
こ
れ
こ
れ
の
こ
と
を
伝
え
た
い
と
い
う
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
つ
た
え
る
た
め
の
道
具
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
伝

え
よ
う
と
し
て
い
る
内
容
か
ら
、
い
か
に
離
れ
て
自
分
の
視
線

で
画
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
こ
れ
が
機
会
詠
が
成
功
す

る
か
ど
う
か
の
分
か
れ
目
だ
と
言
っ
て
も
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

結
句
の
力
―
―
オ
チ
を
つ
け
な
い

　

歌
の
失
敗
の
多
く
が
、
結
句
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
は

如
実
に
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

原
因
の
傾
向
と
し
て

・
結
句
で
理
屈
を
つ
け
よ
う
と
す
る

・
辻
褄
を
あ
わ
せ
る

・
上
の
句
で
言
っ
た
こ
と
を
繰
り
返
し
て
し
ま
う

・
余
計
な
感
想
を
付
け
加
え
る

・
情
の
絡
ん
だ
落
ち
を
つ
け
て
浪
花
節
に
な
っ
て
し
ま
う

　

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。「
こ
れ
だ
け
で
は
読
者
に
わ

か
っ
て
も
ら
え
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
不
安
か
ら

く
る
の
で
し
ょ
う
。
自
分
の
作
歌
を
思
い
出
し
て
み
れ
ば

思
い
当
た
る
こ
と
も
多
い
は
ず
で
す
。

子
を
欲
る
は
わ
れ
へ
の
く
さ
り
子
を
欲
り
て

愛
す
た
め
な
れ
五
月
の
す
も
も             

馬
場
あ
き
子

病
み
て
七
年
癒
え
て
さ
ら
な
る
命
さ
へ

蕩
た
る
か
な
や
卯
月
の
さ
く
ら                

安
永
蕗
子

早
寝
し
て
子
は
み
ず
か
ら
の
歳
月
を

生
き
始
め
を
り
夜
の
露
草                      

高
野
公
彦

　

１
つ
目
は
謡
曲
「
鉄
輪
」
に
題
材
を
と
っ
た
連
作
「
橋

姫
」
の
中
の
一
首
。
３
首
は
す
べ
て
結
句
が
花
と
な
っ
て

お
り
、
従
来
の
写
実
派
的
な
解
釈
の
、
そ
う
い
う
思
い

の
時
に
、
た
ま
た
ま
そ
こ
に
花
が
咲
い
て
い
た
と
言
う
の

で
は
な
く
、
ふ
っ
と
思
い
つ
い
た
よ
う
な
フ
レ
ー
ズ
を
思

い
切
っ
て
持
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

詩
型
が
作
者
の
わ
が
ま
ま
を
救
っ
て
く
れ
る
。
理
屈
や

辻
褄
合
わ
せ
に
す
る
必
要
は
ま
っ
た
く
な
く
、
も
っ
と
自

由
に
遊
ば
せ
て
も
い
い
の
で
す
。

＊
蕩
は
と
ろ
け
る
、
と
ろ
か
す
。（
蕩
た
る
か
な
や
の
意

は
従
っ
て
、
と
ろ
け
た
る
よ
う
な
も
の
か
な
あ
）

＊
下
は
普
通
の
こ
と
の
表
現
の
参
考
に

口
に
し
て
言
い
直
さ
れ
て
も
消
え
ま
せ
ん

言
葉
は
流
木
に
し
が
み
つ
い
て
る             

潮
見
克
子

そ
こ
だ
け
は
空
気
が
た
だ
と
は
お
も
わ
れ
ず

キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
高
価
な
か
お
り                 

花
　
凜
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00 ニュース
15 NHK のど自慢

00 ニュース・気象情報
05 新・BS 日本のうた

2:35 趣味の園芸 京も一日
陽だまり屋

40 みちたん 5min ～大好
き・東北～

45 うちなーであそぼ
50 BS ニュース
00 PREMIUM SELECTIONS

5:30 おとうさんといっ
しょ

00 ニュース ( 二 )
05 ミミクリーズ
15 わらたまドッカーン
24 SDGs のうた
25 キソ英語を学んでみた

ら世界とつながった。
35 E ダンスアカデミー

00 NHK ニュース 7 ( 二 )
30 ダーウィンが来た！

00 －大河ドラマ－青天を
衝（つ）け （39）

45 ニュース・気象情報

00 NHK スペシャル
49 ワールドウェザー
50 世界ふれあい街歩き
10:50 ミニ番組
55 ニュース 地球まるわか

り
11:33 ミニ番組
35 サンデースポーツ

12:25 ニュース・気象情報
30 ワールドウェザー
35 NHK のど自慢 ( 再 )

13:20 PREMIUM SELECTIONS

15:20 BS ニュース
30 将棋フォーカス

00 囲碁フォーカス

30 猫のしっぽ カエルの手

00 －大河ドラマ－青天を
衝（つ）け （39） ( 再 )

45 さわやか自然百景(再 )

59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース おはよう

日本

00 連続テレビ小説「カ
ムカムエヴリバディ」 
（31）

15 あさイチ

21:55 みんなの体操
00 ニュース・気象情報
05 【ドラマ 10】群青領域 

（8） ( 再 )
50 プロフェッショナル 仕

事の流儀 ( 再 )
23:35 ミニ番組
42 きょうの料理ビギナーズ
47 きょうの料理ビギナーズ
52 きょうの料理ビギナーズ
57 ワールドウェザー

00 ニュース
20 うまいッ！
43 ミニ番組
45 連続テレビ小説「カ

ムカムエヴリバディ」 
（31） ( 再 )

00 ニュース
05 列島ニュース

55 名曲アルバム
00 NHK 短歌
25 NHK 俳句
50 みんなのうた ( 再 )
55 Doki Doki ! NHK ワー

ルド JAPAN
00 BS ニュース
10 キソ英語を学んでみた

ら世界とつながった。
(再 )

20 J-MELO ( 英 )
48 ワールドウェザー
50 演芸図鑑 ( 再 )

4:20 にっぽん百名山 (再)

50 BS ニュース
00 ミニ番組
01 ピタゴラスイッチ
11 にほんごであそぼ
21 いないいないばあっ！
36 おかあさんといっしょ
00 ニュース シブ5時(二)
10 みいつけた！
25 すイエんサー

50 舞妓さんちのまかない
さん

59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース 7 ( 二 )
30 鶴瓶の家族に乾杯

8:42 ミニ番組
45 まいにちスクスク
50 未来スイッチ ( 再 )
56 ワールドウェザー
00 ニュースウオッチ 9 

( 二 )

00 逆転人生
45 【よるドラ】阿佐ヶ谷姉

妹の のほほんふたり暮
らし （6）

11:15 ニュース・気象情報
20 国際報道 2021
00 BS ニュース
10 ワールドウェザー
15 土曜時代ドラマ
53 ミニ番組
55 みんなのうた ( 再 )
00 サイエンス ZERO
30 NHK 短歌 ( 再 )
55 趣味の園芸 京も一日陽

だまり屋 ( 再 )
00 BS ニュース ( 再 )
10 きょうの健康
25 きょうの料理

50 まる得マガジン
55 BS ニュース 4K ＋ふるさと
15:20 時論公論
30 にっぽん百名山

00 BENTO EXPO ( 再 )
23 ミニ番組

30 名曲アルバム ( 再 )
35 テレビ体操
45 ミニ番組
50 みんなのうた ( 再 )
56 ワールドウェザー
00 おかあさんといっしょ 

( 再 )
24 みいつけた！ ( 再 )
39 コレナンデ商会
49 ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース おはよう

日本

00 連続テレビ小説「カ
ムカムエヴリバディ」 
（32）

15 あさイチ

21:55 みんなの体操
00 ニュース・気象情報
05 鶴瓶の家族に乾杯 (再)

23:17 ドキュメント 72 時
間 ( 再 )

48 視点 ･論点
58 ワールドウェザー

00 ニュース
20 BENTO EXPO
43 ミニ番組
45 連続テレビ小説「カ

ムカムエヴリバディ」 
（32） ( 再 )

00 ニュース
05 列島ニュース

55 名曲アルバム
00 趣味どきっ！

25 趣味の園芸 ( 再 )
50 みんなのうた
55 まる得マガジン ( 再 )
00 BS ニュース
10 大西泰斗の英会話☆定

番レシピ
20 Asia Insight ( 二 )
48 ワールドウェザー
50 すくすく子育て

4:20 イッピン ( 再 )

50 BS ニュース
00 ミニ番組
01 ピタゴラスイッチ
11 にほんごであそぼ
21 いないいないばあっ！
36 おかあさんといっしょ
00 ニュース シブ5時(二)
10 みいつけた！
25 天才てれびくん hello,

59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース 7 ( 二 )
30 サラメシ

8:42 ミニ番組
45 まいにちスクスク
50 ミニ番組
56 ワールドウェザー
00 ニュースウオッチ 9 

( 二 )

00 クローズアップ現代＋
30 プロフェッショナル 仕

事の流儀
11:15 ニュース・気象情報
20 国際報道 2021

00 BS ニュース
10 ワールドウェザー
15 先人たちの底力 知恵泉

（ちえいず）
58 ミニ番組
00 みんなのうた ( 再 )
05 グレーテルのかまど
30 NHK 俳句 ( 再 )
55 no art, no life
00 BS ニュース ( 再 )
10 きょうの健康
25 きょうの料理

50 まる得マガジン
55 BS ニュース 4K ＋ふるさと
15:20 時論公論
30 イッピン

00 すくすく子育て ( 再 )

30 名曲アルバム ( 再 )
35 テレビ体操
45 ミニ番組
50 みんなのうた ( 再 )
56 ワールドウェザー
00 おかあさんといっしょ 

( 再 )
24 みいつけた！ ( 再 )
39 コレナンデ商会
49 ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース おはよう

日本

00 連続テレビ小説「カ
ムカムエヴリバディ」 
（33）

15 あさイチ

21:55 みんなの体操
00 ニュース・気象情報

50 歴史探偵 ( 再 )
23:35 みちたん 5min ～大

好き・東北～
40 うちなーであそぼ
45 ミニ番組
48 視点 ･論点
58 ワールドウェザー

00 ニュース
20 中井精也の鉄道写真旅
35 ミニ番組
43 ミニ番組
45 「カムカムエヴリバ

ディ」 （33）( 再 )
00 ニュース
05 列島ニュース

55 名曲アルバム
00 趣味どきっ！

25 テレビで中国語
50 みんなのうた ( 再 )
55 まる得マガジン ( 再 )
00 BS ニュース
10 大西泰斗の英会話☆定

番レシピ
20 Journeys in Japan (二)
48 ワールドウェザー
50 ウワサの保護者会
4:15 楽ラクワンポイント

介護
20 グレーテルのかまど(再)
45 みんなのうた ( 再 )
50 BS ニュース
00 ミニ番組
01 ピタゴラスイッチ
11 にほんごであそぼ
21 いないいないばあっ！
36 おかあさんといっしょ
00 ニュース シブ5時(二)
10 みいつけた！
25 天才てれびくん hello,

59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース 7 ( 二 )
30 ガッテン！

8:15 ロコだけが知っている
42 ミニ番組
45 まいにちスクスク
50 ミニ番組
56 ワールドウェザー
00 ニュースウオッチ 9 

( 二 )

00 クローズアップ現代＋
30 歴史探偵

11:15 ニュース・気象情報
20 国際報道 2021

00 BS ニュース
10 ワールドウェザー
15 チョイス＠病気になっ

たとき

00 ふらっとあの街 旅ラン
10 キロ

30 ねほりんぱほりん

00 BS ニュース ( 再 )
10 きょうの健康
25 きょうの料理 ( 再 )
48 とっておき！ミニレシピ
50 まる得マガジン
55 BS ニュース 4K ＋ふるさと
15:20 時論公論
30 ダーウィンが来た！(再)
58 ミニ番組
00 ウワサの保護者会 (再)
25 楽ラクワンポイント介

護 ( 再 )
30 名曲アルバム ( 再 )
35 テレビ体操
45 ミニ番組
50 みんなのうた ( 再 )
56 ワールドウェザー
00 おかあさんといっしょ 

( 再 )
24 みいつけた！ ( 再 )
39 コレナンデ商会
49 ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース おはよう

日本

00 連続テレビ小説「カ
ムカムエヴリバディ」 
（34）

15 あさイチ

21:55 みんなの体操
00 ニュース・気象情報
05 ガッテン！ ( 再 )
50 ロコだけが知っている 

( 再 )

23:17 【 ス ト ー リ ー ズ 】 
( 再 )

48 視点 ･論点
58 ワールドウェザー

00 ニュース
20 サラメシ ( 再 )
43 ミニ番組
45 連続テレビ小説「カ

ムカムエヴリバディ」 
（34） ( 再 )

00 ニュース
05 列島ニュース

55 名曲アルバム
00 趣味どきっ！
25 旅するためのスペイン

語
50 みんなのうた
55 まる得マガジン ( 再 )
00 BS ニュース
10 大西泰斗の英会話☆定

番レシピ
20 Core Kyoto ( 二 )
48 ワールドウェザー
50 サイエンス ZERO ( 再 )

4:20 ニッポンぶらり鉄道
旅 ( 再 )

50 BS ニュース
5:01 ピタゴラスイッチ
11 えいごであそぼ with 

Orton
21 いないいないばあっ！
36 おかあさんといっしょ
00 ニュース シブ5時(二)
10 みいつけた！
25 天才てれびくん hello,

50 ポップイン！クラフト
56 ワールドウェザー
00 NHK ニュース 7 ( 二 )
30 所さん！大変ですよ
57 日本人のおなまえ

8:42 ミニ番組
45 まいにちスクスク
50 ミニ番組
56 ワールドウェザー
00 ニュースウオッチ 9 

( 二 )

00 クローズアップ現代＋
30 SONGS

11:15 ニュース・気象情報
20 国際報道 2021

00 BS ニュース
10 ワールドウェザー
15 【プレミアムドラマ】生

きて、ふたたび 保護司・
深谷善輔 （3）

13:05 みんなのうた ( 再 )

55 ミニ番組
00 BS ニュース ( 再 )
10 きょうの健康
25 趣味の園芸

50 まる得マガジン
55 BS ニュース 4K ＋ふるさと
15:20 時論公論
30 ニッポンぶらり鉄道旅

00 Journeys in Japan (二) 
( 再 )

28 ミニ番組
30 名曲アルバム ( 再 )
35 テレビ体操
45 未来スイッチ
50 みんなのうた ( 再 )
56 ワールドウェザー
00 おかあさんといっしょ 

( 再 )
24 みいつけた！ ( 再 )
39 コレナンデ商会
49 ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース おはよう

日本

00 連続テレビ小説「カ
ムカムエヴリバディ」 
（35）

15 あさイチ

21:55 みんなの体操
00 ニュース・気象情報
05 日本人のおなまえ (再)
50 【プレミアムドラマ】生

きて、ふたたび 保護司・
深谷善輔 （3） ( 再 )

23:40 no art, no life 
( 再 )

45 ミニ番組
48 ミニ番組
58 ワールドウェザー

00 ニュース
20 きょうの料理
43 ミニ番組
45 連続テレビ小説「カ

ムカムエヴリバディ」 
（35） ( 再 )

00 ニュース
05 列島ニュース

55 名曲アルバム
00 旅するためのドイツ語
25 旅するためのフランス

語
50 みんなのうた ( 再 )
55 まる得マガジン ( 再 )
00 BS ニュース
10 大西泰斗の英会話☆定

番レシピ
20 T r a i l s t o O i s h i i 

Tokyo ( 二 )
48 ワールドウェザー
50 ねほりんぱほりん (再)

4:20 ふらっとあの街 旅ラ
ン 10 キロ ( 再 )

50 BS ニュース
5:01 ピタゴラスイッチ
11 えいごであそぼ with 

Orton
21 いないいないばあっ！
36 おかあさんといっしょ
00 ニュース ( 二 )
10 みいつけた！
25 天才てれびくん hello,

59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース 7 ( 二 )
57 チコちゃんに叱られ

る！
8:42 ミニ番組
45 Doki Doki ! NHK ワー

ルド JAPAN ( 再 )
50 未来スイッチ ( 再 )
56 ワールドウェザー
00 ニュースウオッチ 9 

( 二 )

00 【ドラマ 10】群青領域 
（9）

45 ドキュメント 72 時間
11:15 ニュース・気象情報
20 国際報道 2021

00 BS ニュース
10 ワールドウェザー
15 にっぽん縦断 こころ旅 

とうちゃこ

13:13 ミニ番組
15 新日本風土記

14:15 BS ニュース ( 再 )
25 目撃！にっぽん ( 再 )

55 BS ニュース 4K ＋ふるさと
15:20 時論公論
30 美の壺

00 T r a i l s t o O i s h i i 
Tokyo ( 二 ) ( 再 )

28 ミニ番組
30 名曲アルバム ( 再 )
35 テレビ体操
45 未来スイッチ
50 みんなのうた ( 再 )
56 ワールドウェザー
00 おかあさんといっしょ 

( 再 )
24 みいつけた！ ( 再 )
39 コレナンデ商会
49 ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース おはよう

日本

19:59 ワールドウェザー
00 「カムカムエヴリバ

ディ」「第 7週」
15 チコちゃんに叱られ

る！ ( 再 )
00 週刊まるわかりニュース
30 NHK スペシャル ( 再 )

22:20 NHKスペシャル (再)

23:10 ブラタモリ ( 再 )

57 ワールドウェザー

00 ニュース
15 バラエティー生活笑百科
40 浮世絵 EDO-LIFE
45 連続テレビ小説「カム

カムエヴリバディ」 「第
7週」 ( 再 )

00 ニュース・気象情報
05 －大河ドラマ－青天を

衝（つ）け （39） ( 再 )
50 PREMIUM SELECTIONS

3:50 BS ニュース

00 チョイス＠病気になっ
たとき ( 再 )

45 マチスコープ ( 再 )
55 ミニ番組
00 PREMIUM SELECTIONS

30 おかあさんといっしょ

54 ミニ番組
00 ニュース ( 二 )
05 ピタゴラスイッチ
15 えいごであそぼ with 

Orton
25 みんなのうた ( 再 )
30 ニャンちゅう！宇宙！

放送チュー！
56 ワールドウェザー
00 NHK ニュース 7 ( 二 )

8:45 ニュース・気象情報

9:49 ワールドウェザー
10:20 サタデースポーツ
40 【ストーリーズ】

11:10 シブヤノオト
40 ニュース・気象情報
45 PREMIUM SELECTIONS

13:15 ミニ番組
20 中井精也の鉄道写真旅 

( 再 )
35 COOL JAPAN ～発掘！

かっこいいニッポン～

14:20 BS ニュース
30 日本の話芸

00 にっぽんの芸能

55 演芸図鑑

16:25 Doki Doki ! NHK 
ワールド JAPAN ( 再 )

30 うまいッ！ ( 再 )

53 ミニ番組
55 みんなのうた ( 再 )
00 おかあさんといっしょ 

( 再 )
24 ノージーのひらめき工房
39 マチスコープ
49 わらたまドッカーン(再)
58 SDGs のうた ( 再 )
59 ワールドウェザー
00 ニュース
10 目撃！にっぽん
40 10 分で巡る にっぽんの

廃線
50 テレビ体操
00 NHK ニュース おはよう

日本
45 さわやか自然百景
59 ワールドウェザー
00 小さな旅
25 サラメシ ( 再 )
52 N スペ 5min.
57 気象情報
00 日曜討論

00 ニュース・気象情報
05 明日をまもるナビ
50 みちのくモノがたり
55 みんなのうた
00 ザ少年倶楽部

59 ワールドウェザー

☆番組の内容は５頁に記載

	 12月 13日 	 12月 14日 	 12月 15日 	 12月 16日 12月 17日 	 12月 18日

12 1212  18

（４）２０２１（令和三）年 第５８６８号	１２月	 ２日	（木曜日）



ペ
ル
ー
か
ら
入
国
２
０
代
男
性

オ
ミ
ク
ロ
ン
国
内
２
例
目

国際線到着便、予約停止新
規
予
約
停
止
、
憤
り
や
不
安

海
外
在
住
者
「
突
然
す
ぎ
る
」

　
【
共
同
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
変
異
株
「
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
」
阻
止
へ
厳
し
い
水
際

対
策
が
示
さ
れ
た
。
国
土
交

通
省
が
日
本
へ
到
着
す
る
国

際
線
の
新
規
予
約
を
１
２
月

末
ま
で
停
止
す
る
よ
う
航
空

会
社
に
求
め
た
こ
と
が
１
日
、

明
ら
か
に
。
当
面
の
間
、
帰

国
す
る
便
の
新
た
な
予
約
が

取
れ
な
く
な
る
と
み
ら
れ
、

海
外
在
住
の
日
本
人
や
国
内

の
空
港
利
用
者
ら
は
「
突
然

す
ぎ
る
」「
帰
れ
る
の
か
」
な

ど
と
憤
り
や
不
安
を
口
に
し

た
。

　
「
周
知
期
間
が
全
く
な
く
、

い
き
な
り
す
ぎ
た
」。ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
の
投
資
会
社
で
働
く
日

本
人
の
男
性
役
員
（
３
５
）

は
戸
惑
い
を
隠
せ
な
い
。
自

身
は
来
年
２
月
ご
ろ
の
帰
国

を
予
定
し
て
い
た
。「
年
末

に
帰
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
日
本
人
は
多
い
。
本
当

に
当
面
の
間
の
措
置
な
の
か
、

海
外
で
働
く
日
本
人
は
大
き

な
不
安
を
抱
え
て
い
る
」
と

話
し
た
。

　

カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー

で
カ
フ
ェ
の
従
業
員
と
し
て
働

く
日
本
人
女
性
（
２
９
）
は
、

３
年
ぶ
り
の
帰
国
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
。
ビ
ザ
の
関
係

で
１
２
月
中
に
帰
る
必
要
が

あ
り
、
時
期
を
検
討
し
て
い

た
と
こ
ろ
に
今
回
の
ニ
ュ
ー

ス
が
飛
び
込
ん
だ
。「
急
い
で

エ
ア
・
カ
ナ
ダ
の
便
を
押
さ

え
た
が
、
本
当
に
帰
れ
る
の

か
。
急
に
日
本
政
府
が
厳
し

く
な
っ
て
驚
い
て
い
る
。
大
み

政
府
、
水
際
対
策
厳
格
運
用

（５） ２０２１（令和三）年第５８６８号  １２月 ２日 （木曜日）

「台湾有事は日本有事」
安倍氏、ＴＰＰ加盟を支持

☆大河ドラマ 青天を衝け☆
第 39回　「栄一と戦争」

日曜日 午前 8:00
（再）午後 5:00 土曜日午前 1:05

　栄一（吉沢亮）は、ホワイトハウスでルーズ
ベルト大統領と会談。日本の軍事面のみが注目
され、経済への評価がまだまだ低いことを痛感
する。やがて、日露戦争が勃発。財界の代表と
して戦争への協力を求められた栄一は、公債購
入を呼びかける演説をするが、その直後に倒れ
てしまう。栄一の見舞いに訪れた慶喜（草彅剛）
は、“生きてくれたら、自分のことは何でも話す”
と、涙ながらに語りかける。栄一たちは、慶喜
の功績を後世に伝えようと、伝記の編纂 ( へん
さん ) を始める。

テレビ番
ばんぐみ

組案
あんない

内

【 問 い 合 わ せ 】（ 株 ） 日 本 国 際 放 送

ワ ー ル ド Ｔ Ｖ カ ス タ マ ー セ ン タ ー

◆ 電 話 : +81-3-5458-6601 ◆ E -

M a i l : p r e m i u m - p r @ j i b t v . c o m

☆都
つごう

合により放
ほうそう

送時
じかん

間、番
ばんぐみ

組内
ないよう

容が変
へんこう

更されている

場
ばあい

合もあります。

☆記
きさい

載されている放
ほうそう

送時
じかん

間はブラジリア時
じかん

間です。

 12 12
 月

がつ

 日
にち

（土
ど

）まで

 月
がつ

 日
にち

（日
にち

）から

 12 18 

☆ＣＯＯＬ ＪＡＰＡＮ～
発掘！かっこいいニッポン～☆

「節約」
土曜日 午後 1:35

　何かと物入りの年末年始。日本の節約を考え
る！「家計簿」をつけるのは日本の文化？今外
国でも「KAKEIBO」が人気に。節約グッズの人
気ランキングも紹介▽買い物をすることでポイ
ントがもらえるポイント制度を最大限活かす「ポ
イ活」主婦に密着取材。歩くだけでポイントが
たまる？文句を書くとポイントがもらえる？外
国人も実はポイント好き？▽おさがり文化をビ
ジネスに！学生服のリユースで地域が活性化す
るとは？日本人の節約精神はクール？

そ
か
は
絶
対
に
実
家
で
過
ご

し
た
い
」
と
願
っ
た
。

　

関
西
空
港
で
は
１
日
夕
、

香
港
か
ら
の
便
が
到
着
し

た
。
閑
散
と
し
た
国
際
線
ロ

ビ
ー
で
、
来
日
し
た
妻
と
長

女
を
出
迎
え
た
兵
庫
県
の
会

社
員
劉
超
さ
ん
（
３
５
）
は

「
変
異
株
対
策
と
し
て
理
解

は
で
き
る
。
た
だ
外
国
人
労

働
者
の
家
族
に
は
配
慮
し
て

も
ら
え
る
と
い
い
の
だ
が
」

と
複
雑
な
表
情
を
浮
か
べ
た
。

　

羽
田
空
港
第
３
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
国
際
線
出
発
ロ
ビ
ー
。

年
末
年
始
を
ト
ル
コ
人
の
夫

の
実
家
で
過
ご
す
た
め
、
イ

ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
行
く
東
京

都
の
６
０
代
女
性
は
「
や
っ

と
感
染
が
落
ち
着
い
て
き
た

の
に
」
と
た
め
息
を
つ
く
。

日
本
へ
戻
る
チ
ケ
ッ
ト
は
ま

だ
購
入
し
て
い
な
い
と
い
い

「
１
月
中
に
は
帰
国
し
た
い

ん
で
す
け
ど
、
大
丈
夫
で
す

か
ね
」
と
不
安
げ
だ
っ
た
。

　

成
田
空
港
で
は
検
疫
所
の

ス
タ
ッ
フ
が
書
類
確
認
な
ど

に
追
わ
れ
て
い
た
。
あ
る
担

当
者
は
「
短
い
周
知
期
間
で

対
策
が
強
化
さ
れ
、
到
着
客

か
ら
は『
聞
い
て
い
な
か
っ
た
』

と
の
苦
情
を
受
け
る
。
心
情

は
理
解
で
き
、
申
し
訳
な
く

思
う
」
と
こ
ぼ
し
た
。

記
し
た
。
学
習
院
大
２
年
で
、

学
業
優
先
の
た
め
、
陛
下
か

ら
の
勲
章
授
与
な
ど
主
な
成

年
行
事
は
休
日
の
５
日
に
行

わ
れ
る
。
記
者
会
見
も
来
年

３
月
に
な
っ
た
。

　

感
想
は
両
陛
下
に
つ
い
て

「
愛
情
深
く
大
切
に
育
て
て

く
だ
さ
り
、
ど
の
よ
う
な
と

き
も
一
番
近
く
で
支
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
」
と
し
、
上

皇
ご
夫
妻
へ
も
感
謝
を
つ
づ
っ

た
。
こ
れ
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
出
会
い
を
振
り
返
り
、「
成

長
を
見
守
り
、
温
か
い
声
を

お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い
る
国

民
の
皆
さ
ま
に
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
」
と
し
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
「
自
分
を

さ
れ
た
。
当
初
無
症
状
だ
っ

た
が
、
そ
の
後
熱
や
喉
の
痛

み
が
出
た
。
フ
ァ
イ
ザ
ー
製

ワ
ク
チ
ン
を
９
、１
０
月
に
２

回
接
種
し
て
い
た
。
同
乗
の

１
１
４
人
は
い
ず
れ
も
陰
性

で
、
濃
厚
接
触
者
と
し
て
扱

い
、
健
康
状
態
を
継
続
的
に

調
べ
て
い
る
。

　

松
野
氏
は
会
見
で
、
入
国

時
に
陽
性
と
な
っ
た
場
合
は

「
全
て
を
ゲ
ノ
ム
解
析
し
て

い
る
」
と
説
明
し
た
。
政
府

関
係
者
に
よ
る
と
、
男
性
は

国
内
１
例
目
と
な
っ
た
ア
フ

リ
カ
南
部
ナ
ミ
ビ
ア
の
外
交

官
の
濃
厚
接
触
者
で
は
な
い

と
い
う
。

　

政
府
は
１
１
月
３
０
日
か

ら
、
全
世
界
を
対
象
に
外
国

人
の
新
規
入
国
を
禁
止
。「
特

　
【
共
同
】
政
府
は
１
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
新
た

な
変
異
株
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」

に
つ
い
て
、
国
内
で
２
例
目

と
な
る
感
染
が
確
認
さ
れ
た

と
発
表
し
た
。
南
米
ペ
ル
ー

か
ら
中
東
カ
タ
ー
ル
経
由
で

成
田
に
到
着
し
た
２
０
代
の

男
性
で
、
１
１
月
２
７
日
に

入
国
し
、
現
在
は
医
療
機
関

で
隔
離
さ
れ
て
い
る
。
松
野

博
一
官
房
長
官
は
「
特
段
の

事
情
」
が
あ
れ
ば
例
外
的
に

外
国
人
の
新
規
入
国
を
許
可

す
る
運
用
も
厳
格
化
す
る
と

表
明
。
国
土
交
通
省
が
日
本

に
到
着
す
る
国
際
線
の
新
規

予
約
を
１
２
月
末
ま
で
停
止

す
る
よ
う
各
航
空
会
社
に
要

請
し
た
。
水
際
対
策
を
強
化

し
た
格
好
だ
。

　

全
日
本
空
輸
と
日
本
航
空

は
１
日
、
国
交
省
の
要
請
を

受
け
て
、
日
本
に
到
着
す
る

全
て
の
国
際
線
の
新
規
予
約

受
け
付
け
を
停
止
し
た
。
日

本
人
も
対
象
で
、
予
約
し
て

い
な
け
れ
ば
原
則
、
年
内
の

帰
国
が
で
き
な
く
な
る
。

　

関
係
省
庁
で
構
成
す
る
政

府
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
は
対
応

を
協
議
。
厚
生
労
働
省
に
よ

る
と
、
２
０
代
の
男
性
は
入

国
時
の
検
査
で
陽
性
が
確
認

　
【
共
同
】
天
皇
、
皇
后
両

陛
下
の
長
女
愛
子
さ
ま
が
１

日
、
２
０
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
、
成
年
皇
族
と
な
ら
れ
た
。

宮
内
庁
を
通
じ
て
「
一
つ
一
つ

の
お
務
め
に
真
摯
に
向
き
合

い
、
で
き
る
限
り
両
陛
下
を

お
助
け
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
」
と
感
想
を

公
表
し
、
国
民
へ
の
感
謝
も

愛
子
さ
ま
２
０
歳
、
成
年
皇
族
に

「
両
陛
下
、
お
助
け
し
た
い
」

☆【プレミアムドラマ】
生きて、ふたたび☆
保護司・深谷善輔 （3）

木曜日 午後 0:15（再）10:50
　息子に厳しく接する庄司（田中偉登）の父親と出
会った善輔（舘ひろし）は、何をすべきか深く悩む。
さらに結子（浅丘ルリ子）の新しい仕事探しもうま
くいかない。そんな中、結子を解雇したはずの一平

☆ドラマ１０「群青領域」☆
第９話

金曜日 午前 10:00
　ワイドショーの取材に対し、ジュニ（シム・
ウンギョン）は逃げずに答える。自分の言葉を
伝えようとするその姿に、世論は動く。それを
機に、ジュニもレイジも買い物や保育園の送り
迎えなど分担し、堂々と生活することに。そん
な日常を破るように、青木荘に来訪者が。蓮（若
葉竜也）にはかつての同僚が。ジュニとレイジ
には、拓真とヤナが、Indigo ＡＲＥＡのこれか
らを話し合いに。少しずつ心のほどけてきたジュ
ニだが、まだピアノには向かえない。そんな時、
映里がいなくなり…

☆日本人のおなまえ☆
【珍名馬！難読馬！

ビックリ競走馬ネームＳＰ】
木曜日 午前 7:57（再）10:05

　「スモモモモモモモモ」「サバノミッソーニ」「ナン
デヤネン」など、今、日本競馬界をザワつかせて
いる “珍名馬” を大特集！ウワサの馬主や馬名審査
会、難読馬に苦しむ実況アナを直撃する。▽「モグ
モグパクパク」「ビックリシタナモー」など、珍名馬
ずらりの実況映像▽ウワサの馬主 “珍名馬界のゴッ
ドファーザー”小田切有一氏が語る“命名哲学”とは？ 
▽馬名審査会にテレビ初潜入！審査官を困惑させた
馬名とは？ ▽「スモモモモモモモモ」をかまずに
実況した百瀬和己アナ。“難読馬” との暗闘を追う▽
感涙！杉本清が語る「シンボリルドルフ」「テンポイ
ント」名実況ウラ話

水曜日 午後 1:30（再）金曜日 午前 3:50
　もしもあなたや、あなたの大切な人の記憶が
なくなったら…。ゲストは 20 代の時の交通事
故でほとんどの記憶をなくした男性。自分が誰
かもわからない状態でも覚えていたこととは？
友人や家族との関係はどう変わったのか？記憶
が失われている本人だけでは語れないことが多
いため、支え続けてきた妻も出演。弟も兄の変
わり果てた姿と胸の内を激白。記憶をなくした
世界で生きる苦悩と、家族とともに前に進む幸
せを根掘り葉掘り。

段
の
事
情
」
も
厳
格
に
適
用

す
る
方
針
を
表
明
し
た
。
今

夏
の
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
出
場
選
手
ら
に

適
用
。
国
内
で
は
来
年
２
月

の
北
京
冬
季
五
輪
の
前
哨
戦

(c) NHK

☆にっぽん百名山☆

☆ふらっとあの街 旅ラン１０キロ☆
「紅葉絶景スペシャル！東京・御岳山」
水曜日 午後 1:00（再）金曜日 午前 4:20

　東京を代表する紅葉の絶景地として大人気な
のが御岳山（標高９２９m）だ。ケーブルカー
の御岳山駅をスタートすれば、そこは息をのむ
世界が広がる。頂上に鎮座する「武蔵御嶽神社」
まで連なる宿坊や小さな商店街が赤や黄の紅葉
に埋もれるように立ち並ぶ。山頂を目指すと、
樹齢 600 年といわれる巨大な神代ケヤキが黄葉
した枝を広げお出迎え。山頂神社に立ち寄った
後は、ヤマモミジが美しさを競い合う渓流沿い
の「ロックガーデン」へ。御岳山の隣の名峰・
大岳山から流れ出す清水が作る「綾広の滝」で、
名瀑と紅葉の絶景を堪能する。この季節ならで
はの、極彩色に彩られた、東京とは思えない天
空の別世界を駆け巡る。

☆ねほりんぱほりん　シーズン６☆
記憶をなくした人

と
な
る
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

の
グ
ラ
ン
プ
リ
（
Ｇ
Ｐ
）
フ
ァ

イ
ナ
ル
が
１
２
月
９
〜
１
１

日
に
控
え
て
お
り
、
対
応
が

焦
点
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
関
し
松
野
氏
は
会

見
で
「
当
面
の
個
別
大
会
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
現
在

検
討
中
だ
」
と
述
べ
た
。
こ

れ
ま
で
入
国
を
認
め
て
き
た

特
段
の
事
情
に
関
し
、
政
府

は
①
外
交
・
公
用
②
日
本
人

の
夫
や
妻
、
子
供
③
公
益
性

の
あ
る
も
の
―
な
ど
と
説
明
。

こ
の
う
ち
公
益
性
の
観
点
で

認
め
て
き
た
国
費
留
学
生
ら

の
入
国
は
当
面
禁
止
す
る
措

置
を
取
っ
た
。

　

ま
た
政
府
は
南
ア
フ
リ
カ

な
ど
ア
フ
リ
カ
１
０
カ
国
に

つ
い
て
、
在
留
資
格
を
持
つ

外
国
人
ら
の
再
入
国
も
原
則

拒
否
す
る
と
発
表
し
た
。
こ

れ
ま
で
は
再
入
国
を
認
め
、

検
疫
の
指
定
す
る
宿
泊
施
設

で
１
０
日
間
の
待
機
対
象
と

し
て
い
た
。

蔵王連峰（ざおうれんぽう）（最高峰・熊野
岳 標高 1841m 山形・宮城県）

月曜日 午後 3:30
　蔵王連峰は、南北二つの火山群からなり、最
高峰は北蔵王の熊野岳。奈良時代に修験道が広
まり、山伏が信仰の証「蔵王大権現」を山頂に
祭ったことが名前の由来となった。今回は信仰
の歴史と深くつながる「蔵王古道」を登る。こ
の道は半世紀以上忘れられていたが、2014 年、
地元の有志達によって復活した。旅は１泊２日。
宝沢（ほうさわ）口を出発、体を清めた垢離場（こ
りば）滝など歴史に縁のある場所を見つつ、紅
葉の美しいブナ林や滝を楽しむ。翌日は眺望の
開けた道を登る。８合目付近のミネカエデは見
事、片貝沼（かたかいぬま）では水面に映り込
む紅葉が幻想的。最高峰・熊野岳の山頂からは、
紅葉に染まる雄大な景色が堪能できる。

（村田雄浩）が善輔を訪ねてくる。なぜか結子をも
う一度雇いたい、しかも店の2階に住んでもいいと
いう。一安心した善輔は、庄司に介護施設で働き
通信制の高校に通うことを提案。ところが、庄司の
父親は激怒するのだった。一方、香苗（真矢ミキ）
は死なせた息子の月命日にも来ない結子にさらに失
望を覚える。

年
元
日
に
宮
殿
で
行
わ
れ
る

新
年
祝
賀
の
儀
に
な
る
見
込

み
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
大
学
の
授

業
は
オ
ン
ラ
イ
ン
が
続
く
。

在
学
す
る
文
学
部
日
本
語
日

本
文
学
科
で
は
、
平
安
時
代

か
ら
近
代
に
か
け
て
の
文
学

を
読
み
、
伝
統
芸
能
や
日
本

史
、
英
語
な
ど
も
学
ぶ
。
課

題
や
演
習
に
向
け
た
作
業
で

は
、
両
陛
下
と
意
見
を
交
わ

す
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　

９
月
に
２
０
年
近
く
住
ん

だ
赤
坂
御
用
地
か
ら
皇
居
・

御
所
に
転
居
。
宮
殿
で
は
、

成
年
皇
族
と
し
て
参
加
す
る

行
事
や
所
作
な
ど
に
つ
い
て

両
陛
下
か
ら
説
明
を
受
け

た
。
御
所
で
は
、
赤
坂
か
ら

一
緒
に
連
れ
て
き
た
犬
の
「
由

莉
」、
猫
の
「
み
ー
」
と
「
セ

ブ
ン
」
を
は
じ
め
、
生
き
物

の
世
話
も
変
わ
ら
ず
丁
寧
に

し
て
い
る
と
い
う
。

　

愛
子
さ
ま
の
成
年
に
よ
り
、

未
成
年
の
皇
族
は
秋
篠
宮
家

の
長
男
悠
仁
さ
ま
（
１
５
）

だ
け
に
な
っ
た
。

誤
っ
た
道
に
踏
み
込
む
な
と

訴
え
続
け
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
台

湾
の
環
太
平
洋
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
加
盟
に
つ
い
て

「
支
持
す
る
」
と
表
明
し
た
。

　

中
国
外
務
省
の
汪
文
斌
副

報
道
局
長
は
１
日
の
定
例
記

者
会
見
で
「
で
た
ら
め
な

発
言
で
あ
り
、
断
固
反
対
す

る
。
外
交
ル
ー
ト
を
通
じ
日

本
側
に
厳
正
な
申
し
入
れ
を

し
た
」
と
反
発
。
台
湾
は
中

国
領
だ
と
主
張
し
「
中
国
の

譲
れ
な
い
一
線
に
触
れ
る
者

は
、
誰
で
あ
ろ
う
と
頭
を
ぶ

つ
け
血
を
流
す
だ
ろ
う
」
と

非
難
し
た
。

　

安
倍
氏
は
台
湾
で
「
最
も

台
湾
に
友
好
的
な
首
相
」（
郭

国
文
立
法
委
員
＝
国
会
議

員
）
と
の
見
方
が
多
く
、
台

湾
訪
問
を
期
待
す
る
声
が
上

が
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
来

年
が
日
中
国
交
正
常
化
５
０

年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
日

中
接
近
へ
の
警
戒
も
あ
る
。

　

安
倍
氏
は
中
国
の
急
速
な

軍
拡
に
懸
念
を
示
し
、
中
国

が
建
国
１
０
０
年
と
位
置

付
け
る
２
０
４
９
年
ま
で

に
「
経
済
も
軍
事
費
も
今
の

８
倍
と
な
り
、
世
界
の
歴
史

に
と
っ
て
最
も
危
機
に
満
ち

た
時
代
と
な
る
」
と
指
摘
。

台
湾
と
日
米
の
関
係
強
化

が
「
地
域
の
平
和
と
安
定
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
だ
」
と

訴
え
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
は
「
台
湾
に

は
参
加
資
格
が
十
二
分
に
備

わ
っ
て
い
る
」
と
強
調
し
、

台
湾
の
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
参
加
も
支
援
し
て
い

く
考
え
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
半
導
体
分
野
で
の
日

台
の
協
力
を
推
進
し
た
い
と

し
た
。

２０歳の誕生日を迎えら
れた天皇、皇后両陛下の
長女愛子さま＝皇居・御
所（宮内庁提供）（共同）

磨
き
、
人
の
役
に
立
つ
こ
と
の

で
き
る
大
人
に
成
長
で
き
ま

す
よ
う
、
一
歩
一
歩
進
ん
で
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

抱
負
を
記
述
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
禍
の
国
民
を
案
じ
、

「
皆
さ
ま
と
お
会
い
し
、
お

話
し
で
き
る
よ
う
に
な
る
日

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
」

と
結
ん
だ
。

　

誕
生
日
の
１
日
は
側
近
か

ら
の
あ
い
さ
つ
や
両
陛
下
と

の
食
事
の
み
。
５
日
は
勲
章

授
与
の
ほ
か
、
テ
ィ
ア
ラ
を

着
用
し
た
正
装
で
両
陛
下
や

上
皇
ご
夫
妻
へ
の
あ
い
さ
つ
が

あ
る
。
通
常
は
誕
生
日
前
に

行
う
成
年
に
当
た
っ
て
の
記

者
会
見
は
、
大
学
が
春
休
み

の
来
年
３
月
中
旬
に
開
く
。

授
業
な
ど
に
配
慮
し
、
会
見

に
向
け
て
考
え
を
十
分
に
整

理
す
る
た
め
と
い
う
。
成
年

行
事
後
、
初
の
公
務
は
、
来

　
【
台
北
、
北
京
共
同
】
安

倍
晋
三
元
首
相
が
１
日
、
台

湾
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
招
き

に
応
じ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
講

演
し
「
台
湾
有
事
は
日
本
有

事
で
あ
り
、
日
米
同
盟
の
有

事
で
も
あ
る
」
と
述
べ
、
中

国
の
習
近
平
国
家
主
席
に
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南
なん

米
べい

代
だい

表
ひょう

に選
せん

出
しゅつ

された選
せん

手
しゅ

たち

　

第だ
い

５
９
回か

い

全ぜ
ん

伯ぱ
く

相す

撲も
う

大た
い

会か
い

、
第だ

い

２
３
回か

い

全ぜ
ん

伯ぱ
く

女じ
ょ

子し

相す

撲も
う

大た
い

会か
い

、
第だ

い

２
５
回か

い

南な
ん

米べ
い

相す

撲も
う

大た
い

会か
い

、
第だ

い

１
３
回か

い

南な
ん

米べ
い

女じ
ょ

子し

相す

撲も
う

大た
い

会か
い

が
１
１
月が

つ

２
７
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

、
サ

ン
パ
ウ
ロ
市し

ボ
ン
ヘ
チ
ー
ロ
区く

の
市し

営え
い

常じ
ょ
う

設せ
つ

土ど

俵ひ
ょ
うで
行お

こ
な

わ
れ
た
。
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
か
ら
も
選せ

ん

手し
ゅ

が
参さ

ん

加か

し
、
約や

く

２
０
０
人に

ん

で
熱ね

っ

戦せ
ん

を
繰く

り
広ひ

ろ

げ
た
。

ア
パ
レ
シ
ー
ド
・
デ
・

サ
ー
・
ジ
ュ
ニ
オ
ー
ル

選せ
ん

手し
ゅ

を
招

し
ょ
う

聘へ
い

し
、
同ど

う

国こ
く

選せ
ん

手し
ゅ

の
強

き
ょ
う

化か

練れ
ん

習し
ゅ
う

を
実じ

っ

施し

し
た
。
そ
の

成せ
い

果か

が
見み

事ご
と

に
表あ

ら
わ

れ

た
形か

た
ち

だ
。

　

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
選せ

ん

手し
ゅ

団だ
ん

は
、
男だ

ん

子し

個こ

人じ
ん

で

も
軽け

い

量り
ょ
う

級き
ゅ
う、
中

ち
ゅ
う

量り
ょ
う

級き
ゅ
う、

重じ
ゅ
う

量り
ょ
う

級き
ゅ
う
で
優ゆ

う

勝し
ょ
う。
女じ

ょ

子し

個こ

人じ
ん

も
同ど

う

様よ
う

に
軽け

い

量り
ょ
う

級き
ゅ
う、
準

じ
ゅ
ん

重じ
ゅ
う

量り
ょ
う

級き
ゅ
う、

重じ
ゅ
う

量り
ょ
う

級き
ゅ
うで
優ゆ

う

勝し
ょ
う

を
さ

ら
っ
た
。

を
惜お

し
ん
だ
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

の
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト
会か

い

長ち
ょ
うが
、

高た
か

さ
１
ｍ
の
優ゆ

う

勝し
ょ
う

杯は
い

２
杯は

い

を

寄き

贈ぞ
う

す
る
と
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
、
会か

い

場じ
ょ
う

か
ら
割わ

れ
る
よ
う
な
拍は

く

手し
ゅ

が

贈お
く

ら
れ
た
。
優ゆ

う

勝し
ょ
う

杯は
い

は
個こ

人じ
ん

優ゆ
う

勝し
ょ
う

者し
ゃ

に
授じ

ゅ

与よ

さ
れ
、
来ら

い

年ね
ん

の
大た

い

会か
い

で
披ひ

露ろ
う

さ
れ
る
。

　

合ご
う

同ど
う

大た
い

会か
い

の
初し

ょ

戦せ
ん

は
、
２

０
２
２
年ね

ん

７
月が

つ

７
日か

か
ら
１

７
日に

ち

ま
で
ア
メ
リ
カ
の
ア
ラ
バ

マ
州し

ゅ
う

バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム
市し

で
開ひ

ら

か
れ
る
相す

も

撲う

大た
い

会か
い

「
第だ

い

１
１

回か
い

ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
ズ
」
の

南な
ん

米べ
い

代だ
い

表ひ
ょ
う

選せ
ん

考こ
う

試じ

合あ
い

が
行お

こ
な

わ

れ
た
。
選せ

ん

考こ
う

試じ

合あ
い

の
結け

っ

果か

、

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
勢ぜ

い

が
代だ

い

表ひ
ょ
う
１
２

人に
ん

の
内う

ち

７
人に

ん

を
占し

め
る
大だ

い

躍や
く

進し
ん

を
み
せ
た
。

　

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
政せ

い

府ふ

は
、
今こ

ん

大た
い

会か
い

の
２
カ
月げ

つ

前ま
え

か
ら
全ぜ

ん

伯ぱ
く

相す

撲も
う

大た
い

会か
い

優ゆ
う

勝し
ょ
う

者し
ゃ

の
ル
イ
・

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
勢ぜ

い

が
大だ

い

躍や
く

進し
ん

！

５大
だい

相
す

撲
もう

大
たい

会
かい

を同
どう

時
じ

開
かい

催
さい

コ
ロ
ナ
禍か

避さ

け
観か

ん

客き
ゃ
く

ゼ
ロ
で
実じ

っ

施し

約や
く

200
人に

ん

が
熱ね

っ

戦せ
ん

繰く

り
広ひ

ろ

げ

ジ
ル
相す

も

撲う

連れ
ん

盟め
い

の
土つ

ち

屋や

守も
り

雄お

オ
ス
カ
ル
会か

い

長ち
ょ
うは
「
去き

ょ

年ね
ん

は

コ
ロ
ナ
禍か

で
大た

い

会か
い

が
開か

い

催さ
い

で

き
な
か
っ
た
が
、
今こ

年と
し

は
連れ

ん

盟め
い

役や
く

員い
ん

を
始は

じ

め
と
す
る
皆み

な

さ

ん
の
協き

ょ
う

力り
ょ
くの
お
陰か

げ

で
開か

い

催さ
い

す

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
感か

ん

謝し
ゃ

を
述の

べ
、
去き

ょ

年ね
ん

パ
ラ
グ
ア
イ

で
開か

い

催さ
い

予よ

定て
い

だ
っ
た
南な

ん

米べ
い

相ず
も

撲う

大た
い

会か
い

が
中ち

ゅ
う

止し

と
な
り
、
今こ

ん

大た
い

会か
い

に
も
パ
ラ
グ
ア
イ
勢ぜ

い

の

参さ
ん

加か

が
叶か

な

わ
な
か
っ
た
こ
と

え
る
中な

か

で
競

き
ょ
う

技ぎ

が
行お

こ
な

わ
れ
た
。

　

開か
い

会か
い

式し
き

で
は
、
今こ

年と
し

６
月が

つ

２
１
日に

ち

に
コ
ロ
ナ
で
亡な

く
な
っ

た
ブ
ラ
ジ
ル
相す

も

撲う

連れ
ん

盟め
い

名め
い

誉よ

会か
い

長ち
ょ
うの
下し

も

本も
と

八は
ち

郎ろ
う

氏し

へ
黙も

く

と

う
が
捧さ

さ

げ
ら
れ
た
。
土ど

俵ひ
ょ
う

祭ま
つ

り
は
省

し
ょ
う

略り
ゃ
く

さ
れ
、
サ
ン
パ
ウ

ロ
州

し
ゅ
う

相す
も

撲う

連れ
ん

盟め
い

の
堤

つ
つ
み

正ま
さ

昭あ
き

会か
い

長ち
ょ
う
に
よ
っ
て
土ど

俵ひ
ょ
うの
四よ

隅す
み

に

塩し
お

が
置お

か
れ
、
日に

本ほ
ん

酒し
ゅ

が
撒ま

か
れ
た
。

　

開か
い

会か
い

挨あ
い

拶さ
つ

に
立た

っ
た
ブ
ラ

　

大た
い

会か
い

に
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
南な

ん

西せ
い

地ち

区く

か
ら
約や

く

１
０
０
人に

ん

、

リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
か
ら

１
２
人に

ん

、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
か

ら
４
人に

ん

、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
か
ら

１
２
人に

ん

の
計け

い

約や
く

２
０
０
人に

ん

が

参さ
ん

加か

。
コ
ロ
ナ
禍か

を
避さ

け
る

た
め
一い

っ

般ぱ
ん

観か
ん

客き
ゃ
くの
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う
を
禁き

ん

じ
、
観か

ん

客き
ゃ
く

ゼ
ロ
で
開か

い

催さ
い

。
サ

ン
パ
ウ
ロ
市し

の
条

じ
ょ
う

例れ
い

に
よ
り
出で

入い

り
口ぐ

ち

の
戸と

を
閉し

め
、
正

し
ょ
う

午ご

に
は
体た

い

感か
ん

温お
ん

度ど

３
０
度ど

を
超こ

サンパウロ南
なん

西
せい

選
せん

手
しゅ

団
だん

リオ・デ・ジャネイロ選
せん

手
しゅ

団
だん

第
だい

59 回
かい

全
ぜん

伯
ぱく

相
す

撲
もう

大
たい

会
かい

で優
ゆう

勝
しょう

したサンパウロ南
なん

西
せい

チーム

アルゼンチン選
せん

手
しゅ

団
だん

ベネズエラ選
せん

手
しゅ

団
だん

59º CAMPEONATO BRASILEIRO DE SUMÔ

第
だい

59回
かい

全
ぜん

伯
ぱく

相
す

撲
もう

大
たい

会
かい

CATEGORIA INFANTIL 少
しょう

年
ねん

級
きゅう

1º Paulo Cesar Freitas de Oliveira Junior Sudoeste
2º Gabriel Machado de Pontes Sudoeste
3º Gabriel Rosa Sudoeste
3º André Gabriel de Souza Sudoeste
CATEGORIA LEVE – até 85 Kg 軽

けい

量
りょう

級
きゅう

1º Genilton Tiburcio Sudoeste
2º Alex Tetsushi Nakaya Sudoeste
3º Diordan Santos Sudoeste
3º Cristiano Silva Mori Sudoeste
CATEGORIA MÉDIO – DE 85 A 100 KG 中

ちゅう

量
りょう

級
きゅう

1º João Vitor Dantas Sudoeste
2º Elivelton Medeiros Vanderley SP
3º Danilo Chiba Toledo Sudoeste
3º William Takahiro Higuchi SP
CATEGORIA MEIO PESADO – DE 100 A 115 KG 準

じゅん

重
じゅう

量
りょう

級
きゅう

1º Frank Maciel Marques Sudoeste
2º Rafael Shoiti Togashi RJ
3º Diogo Uehara ABC
3º Marcelo Augusto dos Santos Lustoza Sudoeste
CATEGORIA PESADO – ACIMA DE 115 KG 重

じゅう

量
りょう

級
きゅう

1º Rui Aparecido de Sá Junior SP
2º Pedro Henrique Villalba Norte
3º Alysson Gabriel Raphael Salles Norte
3º Wellington Pereira Bezerra SP
CATEGORIA ABSOLUTO 無

む

差
さ

別
べつ

級
きゅう

1º Rui Aparecido de Sá Junior SP
2º Felipe Ishimaru Martin Sudoeste
3º Frank Maciel Marques Sudoeste
3º João Vitor Dantas Sudoeste
TORNEIO POR EQUIPES 団

だん

体
たい

戦
せん

1º Sudoeste
2º São Paulo
3º ABC+Nova Central
3º Rio de Janeiro

23º CAMPEONATO BRASILEIRO DE SUMÔ FEMININO

第
だい

23回
かい

全
ぜん

伯
ぱく

女
じょ

子
し

相
すも

撲
う

大
たい

会
かい

CATEGORIA INFANTIL 少
しょう

年
ねん

級
きゅう

1º Rebeka Yumi Sakashita Domingos Sudoeste
2º Ingrid Almeida Alves Sousa Sudoeste
CATEGORIA JUVENIL 青

せい

年
ねん

級
きゅう

1º Evelyn Oliveira Araújo Sudoeste
2º Diana Dalĺ Olio Rodrigues Lourenço Sudoeste
3º Verônica das Dores Bicudo da Silva Sudoeste
CATEGORIA LEVE – ATÉ 65 KG 軽

けい

量
りょう

級
きゅう

1º Luciana Watanabe Higuchi Nova Central
2º Ana Paula Rodrigues dos Santos Oliveira Sudoeste
3º Cristiane Yurika Sakashita Apolinario Sudoeste
3º Jessica Roberta Teles Palonga Sudoeste
CATEGORIA MÉDIO – DE 65 A 73 KG 中

ちゅう

流
りゅう

級
きゅう

1º Valeria Dall Olio Sudoeste
2º Jessica Cristina dos Santos Blum Sudoeste
CATEGORIA MEIO PESADO – DE 73 A 80 KG 準

じゅん

重
じゅう

量
りょう

級
きゅう

1º Larissa Maciel Marques Sudoeste
2º Flavia Aparecida de C. Paiva Sudoeste
CATEGORIA PESADO – ACIMA DE 80 KG 重

じゅう

量
りょう

級
きゅう

1º Fernanda Rojas Pelegrini SP
2º Sarah Luiza Gomes da Silva Nova Central
3º Sanusa Erica Chagas Nova Central
3º Silvana Oliveira Alves dos Santos Sudoeste
CATEGORIA ABSOLUTO 無

む

差
さ

別
べつ

級
きゅう

1º Fernanda Rojas Pelegrini SP
2º Sanusa Erica Chagas Nova Central
3º Sarah Luiza Gomes da Silva Nova Central
3º Luciana Watanabe Higuchi Nova Central
TORNEIO POR EQUIPES 団

だん

体
たい

戦
せん

1º Nova Central
2º Sudoeste A
3º Sudoeste B

25º CAMPEONATO SUL-AMERICANO DE SUMÔ

第
だい

25回
かい

南
なん

米
べい

相
すも

撲
う

大
たい

会
かい

CATEGORIA LEVE – ATÉ 85 KG 軽
けい

量
りょう

級
きゅう

1º Yorgen Jose Cova Pulido Venezuela

2º Genilton Tiburcio Brasil
3º Sebastian Montes Argentina
3º Joseph Evelio Aguilar Ascanio Venezuela
5º Alex Tetsushi Nakaya Brasil
CATEGORIA MÉDIO – DE 85 A 100 KG 中

ちゅう

量
りょう

級
きゅう

1º Walter Alexis Rivas Uzuriaga Venezuela
2º João Vitor Dantas Brasil
3º Gonzalo Bitz Argentina
CATEGORIA MEIO PESADO – DE 100 A 115 KG 準

じゅん

重
じゅう

量
りょう

級
きゅう

1º Querys Jose Perez Mora Venezuela
2º Diogo Uehara Brasil
3º Rafael Shoiti Togashi Brasil
3º Guilherme Fukushima Brasil 
PESADO – ACIMA DE 115 KG 重

じゅう

量
りょう

級
きゅう

1º Rui Aparecido de Sá Junior Brasil 
2º Moises Salvador Perez Hellburg Venezuela
3º Pedro Henrique Villalba Brasil
3º Wellington Pereira Bezerra Brasil

13º CAMPEONATO SUL-AMERICANO DE SUMÔ FEMININO

第
だい

13回
かい

南
なん

米
べい

女
じょ

子
し

相
すも

撲
う

大
たい

会
かい

CATEGORIA LEVE – ATÉ 65 KG 軽
けい

量
りょう

級
きゅう

1º Euscaris Maria Pereira Perez Venezuela
2º Moira Santillan Argentina
3º Ana Paula Rodrigues dos Santos Oliveira Brasil
CATEGORIA MÉDIO – DE 65 A 73 KG 中

ちゅう

量
りょう

級
きゅう

1º Valeria Dall Olio Brasil
2º Jessica Cristina dos Santos Blum Brasil
CATEGORIA MEIO PESADO – DE 73 A 80 KG 準

じゅん

重
じゅう

量
りょう

級
きゅう

1º Johana Carid Garrido Bolivar Venezuela
2º Larissa Maciel Marques Brasil
3º Flavia Aparecida de C. Paiva Brasil
CATEGORIA PESADO – ACIMA DE 80 KG 重

じゅう

量
りょう

級
きゅう

1º Esmeralda Andreina Cedeño Landaeta Venezuela
2º Sarah Luiza Gomes da Silva Brasil
3º Nadia Ruiz Argentina
3º Fernanda Rojas Pelegrini Brasil

SELETIVA PARA THE WORLD GAMES 2022

ワールドゲームズ南
なん

米
べい

代
だい

表
ひょう

選
せん

手
しゅ

選
せん

考
こう

FEMININO LEVE – ATÉ 65 KG 女
じょ

子
し

軽
けい

量
りょう

級
きゅう

Luciana Watanabe Higuchi Brasil
Euscaris Maria Pereira Perez Venezuela

FEMININO MÉDIO – DE 65 A 80 KG 女
じょ

子
し

中
ちゅう

量
りょう

級
きゅう

Johana Carid Garrido Bolivar Venezuela
Larissa Maciel Marques Brasil

FEMININO PESADO – ACIMA DE 80 KG 女
じょ

子
し

重
じゅう

量
りょう

級
きゅう

Fernanda Rojas Pelegrini Brasil
Esmeralda Andreina Cedeño Landaeta Venezuela

MASCULINO LEVE – ATÉ 85 KG 男
だん

子
し

軽
けい

量
りょう

級
きゅう

Yorgen Jose Cova Pulido Venezuela
Alex Tetsushi Nakaya Brasil

MASCULINO MÉDIO – DE 85 A 115 KG 男
だん

子
し

中
ちゅう

量
りょう

級
きゅう

Querys Jose Perez Mora Venezuela
Walter Alexis Rivas Uzuriaga Venezuela

MASCULINO PESADO – ACIMA DE 115 KG 男
だん

子
し

重
じゅう

量
りょう

級
きゅう

Moises Salvador Perez Hellburg Venezuela
Alysson Gabriel Raphael Salles Brasil

相
す

撲
もう

大
たい

会
かい

結
けっ

果
か
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